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主催・北海道造形教育連盟・旭川市教育委員会・旭川市教育研究会

後援・北海道教育委員会

期日■昭和45年７月,30日宋・311∃I・

会場・旭川市立北星中学校（旭川市住吉町４条）
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●第20回旭川記念大会を迎える

　旭川市が開斌聡同年を辺えます。誠におめでたい年です。連盟が

母体となって第2C［函大会を開削させていただきますことは，ご参会

の皆様とともにご|同座に堪えません。

　この大会をおず受けドさいました旭川市肺術研究会，ならびに市

教育･委員会，・田教育局，這教育喬員会，協賛団体のみなさまに会

員一μ］にμびまして厚くお礼中しあげます。

　特に会場咬をお引受けの北星中学院長高野克郎先生初め事務局担

当の皆牒には，企匝／七践，話経費等運営全般にわたり，どんなに

かご心労のことであり，投票者，研発若，引芸者，記紹老等の役が

らの渚先生方にもお礼の申しあげようがございません。

　この大会は昭和?6年笏11ﾛ|を札幌府に聞陛し，昭和28年本:佇に第

３回大会を闇闇いたしたのでございます。したがって全遜大会が廻

ってまいりまして第２回ということになります。

　珊和26年に北海道図画工作述既としで同志的団体を結成し，北海

道の図別Tjly教官（美附教育）を振興させようという発烈ﾘＬ当時

廿恕は敗戦という現実のため，物資の欠乏は極限に達し，すさんだ

そして柿池した堵紳状態の露呈でございました。これを私ども有志

ぱﾇTlj工作教育を辿して，少しでも情操の純化育成に股立だせよう，

心のかてを大人も子どもたちも，もちたいものだ，もたせたいもの

だと希ったのであります。

　む|」立の発想は以上のとおりでございます｡

私ごとで恐縮でございますが，私は昭和７年から昭和９年まで北に

国興部に飢･務，は隋札幌市に転勤，北光小学校在職巾，終戦，昭和

23年に学校iれ独に全道ﾒ1画下作教育研究大会を開催いたしました。

全戦災，全員の国用と工作の公開学習でございました。その年の秋

伊藤思召（現。札幌市立羊庄小　教頭）と京都の第２回全国図画工

作教育大会に研究発表をもこ,て参加いたしました。発表そのものの

内容は，極めて貧困なものではございましたが，この大会が北海道

大会開催のために，研究の方向づけ，あるいは遅営面に強く私を感

動させたのでありました。帰札碩，私ども若い二人は心ある先輩各

位に報告し，かつ辿匝｡結成のｉ日も孚がらんことを強く訴えたので

ございます。

北海道造形教育巡眼西沢長

　　和　　　日　　　芳　　　郎

　さいわい，よき理解者パ島貫のかたがたのご珊｡解によりまして年

ごとに結集は強固にな％研究の内容は充実し白新しい事業内容も

計画されるようになりました。一口に2C年と巾しまして伝　その長

い年月の問に，この団体を支える大黒柱，あるいは支社，釘，-7ち

ガラスの役目まで人間の智恵のよせあつめでありますから好字曲折

はまぬがれませんでした。当｣也の朝倉先生，泉先生，高野完/拡梅

沢先生等は連盟｡創設期からの委員として今日まで疏日向なく指導さ

れて参り完した。その吸第９回仝同造形教育札幌大会や造形センタ

ー全国大会や，朗技芸術教育大公等もやり終えて忿りました。年に

一度の大会は，内容的にぱ実践結果の報告であり検証でもあります,，

また，理論研究，主義主張の意見交換の随分でもございます。一而

全這の幼稚園から高等学校までの系列を把揃い指導老その他を知

る機会ともなります。近年連盟本部が'指導の構築，を主ぷに蜘開

－函館・苫小牧・札幌と一つの課題解決に取りくんで参りました。

この開，語句の解釈をめぐって類多の紛糾論繕がございました昿

捻出司札喫大会をもって集約も終えることができました。この研究

の経過の中で系統衷，能力去，指導の構築第ﾆﾕ集を出版いたし，全

国大会でも高い評価をいただいております。これには本部已ならび

に地方｣也区委員のかたがたの涙ぐましい努力の結集があったわけで

ございます。

　科学の驚異的発掘は，アポロ11り，12サを月面に着陸させました。

また，我が国が，分リソピック，万博等いろいろな面で国際社会の

檜姉台におど則1に時代になりました。

　教官そのものも，美術教育そのもの仏吊｡なる抽象論では納得で

きなくなってきている｡のではないでし,kうか。教育学一般，さらに

美学，心理･乳生理学等の背景に支えられながら，私どもの仮設が

授業実践によって，どのような作品が生みだされたかの実証，結果

の反省，これらの意欲的ないとなみこそ問題解決の道しるべではな

いかと思うのです，

　学習指原要碩の改訂期にあたって巡回の研究内容が寄与している

と思われる点，今後ともご研究を希望してやみません。

　　　　　　　　　　　　　(札幌市立豊平小学校長　躬｡5,20)
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あ　レ　さ　つ

　第20回北海道造形教育研究大会を旭川の地で開催することになり

心から佗しく存じます。

　造形教育がれら･っているものはいろいろありましょうがｌつには

造形を通レごの社費，つまり造形を通じて子どもの創造的な力を伸

ばしていこうとするものであり，７つには絵をかくことや物をつく

ることを通して造形的訪礎能力を養い生活の美化と能率化をはかろ

うとナるものであろうと思います。

　　‾ゆたかに生きる菅どもの造形能力をどう育てるか」を宇題にと

りあげ，幼稚園，小学校，中学校，さらには高等学校が一体となっ

て造形教育を考えていこうとしていることは本研究大会の大きな特

邑であるうと思います。

　造形教育が子どもの人間形成に大事な役割を果していることは到

る所で耳にしま十ふ幼稚園，小学校，中学校，高等学校の教育要領

　　　　　　　　　　　　　　　　　旭川市教育委員会教育長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　　　柳　　　両　賀　男

および学習指導要領の造形詞係の目標にも共通して次のような点が

述べられております。

　i.　絵をかいたりものを作ったりして夫現の喜びを栄わう。

　2.　創造的表現能力を扮う。

　3.諮しいものを愛好する心情や態度を善う。

　4，　美的能力，造形能力を生活に生かすようにする。

　『司じような環境にあっても精神的に農かな生活をしている人とそ

うでない人がありますが，それは以ヒのような能力，態度をも･って

生活しているかどうかによるとも言えるであり史レこ‰

　令達各地から多数の方々のご参加をいただき，また，関係の方々

のご協力，ご援助をいただき心からお礼申し上げます。ご参会の先

生方が有意義に研修，討議され明日の教腎に直接プラスになるもの

を得られるようご助待中し上げごあいさつといたします。

〃り

心 挨 拶

　このたび全遜の幼、小、巾、高の先生方による第20[叫造形教育研

究大会が本方において開催されるに至った事は訣に御同嘔にたえま

せん。

　似近の社会惰稲はあらゆる而で複雑多岐になって参っております

が、今日ほど教育のＪ蜷性と煮優性を痛感させられる時はありませ

ん、今や仕呉は笥って技術革新の時代に突入しております。アポロ

i3号の失かよシステムTﾐ学への警鐘だという人もおります。人間が

もっともづと人間らしく生きるにはどうしたらよいか、こんな考え

乃上にたって７指教育の意義を考えてみたいと思います。

　人は早くから摸倣や純粋感情表現とともに幄矩的造形を一体とし

-－

心 あ　い　さ　つ

　造形巡肌が20周年を迎えた記念すべき年に旭川市に研究大会を開

収されますことは，私達旭川のサ　クル一『司，心から光栄に存じま

す。

　本大会を盛大にするために遠隔の地から御参集下さいました先生

方に|‾旭川大分はよかったなあ」と満足して頂けるよう一昨年米，

幼作図，小学校，中学咬，高等学校のサークルが･一体となって研究

を進めてきました。わたしたちのこれまでの研究の積み上げは，

　　　　　　　　　　　　　　　旭川市教育研究会運営委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　原　　　武　　　男

て生活経験をつんで参っております。今｢司研党大会が，生きること

のよろこびにつらなる黙の意味の感情=の教育との閔遮においてよく

深くほりさげられる事を期待してやみやせん。

　人間の創造活動は無限にくりひろげられると思います。また，ひ

ろげられねばならないと思います。創造性を培う教育はあながち造

形教育ばかりではありません。しかし，もっとも債飛的に捌造活動

をなしうるものは造形教育だと思います。

　奈辺からお拓まり下さった皆様には，本市における教育研究会，

図工・美術研究部の実践の実態を御覧下され秤々御批判，折折郷を

賜わりますれば誠に幸いと存じ吏ナ。

宮
野
連合

高
大 長

部
員
．
委
克

「ゆたかに生きる予どもの造形能力をどう育てるか」を主題に，旭

川の地域祉会に基盤をおいた実践活勁であり，視見性を常規，児童

・生徒との対話のなかから美術教育を見つめ，未知なる新しい創迪

への意欲を盛りあげる研究大会でありたいと念願しています。

　全道から参加されました会員各位の痙没的な曖かい毎指有と，御

協力を切にお願い致します。



-

良

雄

３

●旭川犬合間借り
戸ｓ

｀㎞ミ
ついて

　このたびの第刈回旭川大会の準備･については，旭川「も･教育委は会

図工，葵衛部ｑづ司が教育という大きな展望にたって，美術教育こ

そは最も人屏|の心の中に暖かい血液をたぎらせながら生きる力を竹

て気ものであることを私たちのことばとして，この研究大会が有効

洒回に迷宮され，所期の成えをあげるために，昼夜を分かたぬ努力

を傾け，誠心誠意この弗霞の仕雲に邁進して勅りました。考えて巨

れば，この研究大会が美術教育の前進にとって士分な貢献をもたら

すか否かは，山楽音各位の隔意なき善意の結呆によるものであるこ

とは申すまでもありません･。何卒皆様のご協力によって研究成果が

あがりますよう俘｡ってやみません。

　今回，旭川大会の研究主題は「ゆたかに生きるｆどもの造形能力

をどう育てるか」であります。この主題の根底に流れているものは，

現代の社会の中で，子どもたらが咬かに生きのぴるためには，自分

自身の考えや感前を巨失うことのない，主体的活動のできる人問，

いいかえれば，限りなく発展していく科学をうけて，複雑な環境と

粂但=のなかで豊かな想像力をもちうる人間でなければならない。そ

大
乙

ぶこ

　こﾋｰ

　ﾛ

rj.7
天 行

田

誉　昂

　一

うした人闘を育成才るには，実践を通して現時点での美術数回を深

く見つめ，美術を苅しての人間の巴｡かさや，生きるすばらしさを。

　'‾如何なる｜手段によって｜何を｜結果として求めるか。すなわち

現時代に適合する新しい人間づくりのための美術教育の責ｲｴを明か

にすることにあります。

　教育の実地の経験からご承知のように，実践の立場での段大の目

的は，創造の主体であるＴどもたちの芸術的な資質，能力の｢li能性

を発振し育てていくことにあります。何よりもまず芸術教育の陣営

にあって，人間の生活を内面的にも社会文化的にも高めていくこと

のできる主体的な創造性を育て，美しいもの，真実なものを深く感

じとることのできる目や心を育てるために，それへの具体的方法を

片隅から蔚実に実践していかなければなりません，わたしども幼稚

園から高校までの美術教育の分野の中に借たわる課題はぎわめて多

様であります。したがって旭川大会のこの２日聞，皆様の建設的な

ご協力と，ご活圖によって本研究大会が所期の成果をもたらナよう

心からお願い申し血げます。
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第20回　全道造形教育研究大会紀要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭川市教育研究会　図工一笑術部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古　　　屋　　　栄　　　陛

　美術教育の世界で，系統吐ということがやかましくいわれるよう　　　「手がきによるもの」「人形によるもの」「色祇によるもの」で

になったのは/o年位前からでし.tうかoその間，各方面で多くの　　　映写と音声をも加えた興味ある内容が予定されています。

研究かなされておりまナ。全道造形大会も，数年来より指導の構築　　公　開　授　業

がさけばれ，昨年の第19自』札幌大会にて，一応の成果を苑ておりま　　　　幼稚園から高校までを各城頭に分け旭川の20名の若手の実賤者

す。しかし，全造的には一部の研究夕深まりはあって私数々の疑　　　が広く全這の皆様に旭川の実践のプｇ七スを紹介しまず。なお，

問や問題点も残しております。現段階では，これらの問題の解決と　　　公開する授業の題材が，どんな考え方でとり扱われているかにつ

して研究の積み上げや検証の必要性にせまられていると考えています。　　いては，旭川提j’集の「:PRocEsa」を参照して下さい。

　第20回旭川大会は。指導の構築をどう受けとめ，それをどう展開　　　後の分科会Ａで詳しく提言されることになっております。

させるかとい似今後の研究方向を吃つける点で重要な大会ではな　　　分　科　会　Ａ

いでし,1うか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｲ）公開授業についての話し合い

　本大会の旭川提言の特色は，公開授業と提言内容を密着させたこ　　　　　授業は子どもが主体であると考えることから，話し合いの中

とです。それは，図工・美術教育の全体を昆なおし，これまでの理　　　　に児童，生徒を参加させ，指導者の頭いを子どもがどうとらえ

論的な研究をより具体的な研究として，児童，生徒の日々の投薬の　　　　どう表現したかを参会者の先生方と直接話し合って問題点を吼

中にｌい出そうとしたのです。私たちは，授業の中で7子どもが豊　　　　いだしテー･ﾏにせまろうとするのです。

かに生きる＿ことを眠い，指導の組み立てを考えていますが，その　　　削旭　川　提　言

目的を達成することが出来ないとすれば，何故，どこに問題点があ　　　　　　これまでの連盟の積み上げを旭川では，どうとらえ具体化し

るのか，ということを明確にして理論と実践を，予どもの言葉や作　　　　たかということを軸にして，岡村の系統をおさえ，他領域，他

昴を通して解釈したいと考え生まれたものなのです。　　　　　　　　　　教科との関遮のもとに，今ここでは何をどう指夥しようとして

　ご参会の先生方には，この意を十分にご理解下さいまして，この　　　　いるかについての考え方を提j’するのです。これは，旭川の現

窓義深い本大会を一層稔り豊かなものにしていただくよう心からお　　　　時点での過程であり解釈にせまられる多くの間題が含まれています。

胴い致しま十。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２β

　今大会の概要は，第１日ｎには，達眼のこれまでの歩みと旭川で　　　分糾合Ｂ

の実践の暇み上げを中心とした研究討議がなされて，各地L£の参会　　　　　幼稚園から高校までをｕ分科会に分けて各地区の実践者に

下さいました先生方の意見をいただき，大会のテーフにせまろうと　　　　よる提言をいただき，今大会のテーヽマである「豊かに生きる子

するのです。第２口口は，各地方の実践者による提言を中心として　　　　どもの舟形能力をどう育てるか」を珊｡論と哭践を通して明らか

全這的な間居としてとらえ，研究が深められるのです。午後からは　　　　にしてゆきたいと考えているのです。

なかな子どもの迪形性とは，いったいどんなものなのかということ　　　分科会　Ｃ

を，子どもの作品を通して考え，望ましい作品評価のあり方等につ　　　　　子どもの作品だけをＲることで，その予どものねがいや傾向，

いて話し合うのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力のすべてをよみとれるわけではありません。

　以下順を追って内容を紹介しますと，　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏしかし，多くのE］と，いくつかの視点からその作品をｌつめ

第T［1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る中から，ねがう子どもの立向い方，子どもを認める方向が

　アュタ　･シEiソ但］作のあり方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出てくるのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　教育大旭川分校教授　　杖　守　悦　夫　　　　　　ｏ分科会ｃでは，ある作品をきっかけに，代表者や参会者豪農

　　近年ますますこの教科との関巡が深まりつつあるアュメーショ　　　　　の発言をもらい，その中にできるズレを話題の桂として語り

　ン制作について，昆方，考え方，あり方等について，具体的に解　　　　　おうことから，ｆどもの作品をよみとることの意味や，その

　がりやすく解説していただくことになっています。内容的には，　　　　　感「徊怖をお池膏でい膏かいμ秀晋でいろので寸≒
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゛ゆたかに生きる子どもの造形能力をどう育てるか、、

　　　●幼稚園部

●小学校低学年部

●小学校中学年部

●小ﾂﾞ:校高学年部

　　　●中学校部

　　●高等学校部

　　　　　　　　　　　　劫児期ののぞましい造形指導

　あらわすことの喜びをもつ子どもを育てるための紐司

　　　　たしかなものを印る子どもを育てるための伝導
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幼程園Ａ

祗　　域

絵　　　画

幼稚|鋼３　　　１雙

小学校１年八　T:
-　　　-
小学校１年Ｂ，絵

洋

一
作

画

小学校２年Ａ　デザイｙ

　　　題

おもちやの国へ行く乗り物

ぼくの私の汽車がとおる選（粘土）

どうぶつえん

お　ま　つ　り

荒　川　兄　子

平　山　ｺﾞｰｲ子

晋　柳　明　雄

さ　く　ら　幼　昨　澗

神　楽　幼　淮　図

向　陵　小　学　校

療　町　小　学　校

ふしぎな花，めずらしい花がいっ廓

脇　神　玲　子

－　　　　一
朝　倉　るみ子

－思

啓　明　/」 学　校

学　校

春　児　小　学　校

大　有　小　学　校

干　代　謁　弔　学　校

執　日　小　学　浚
一
大　成　小　学　校

教大附属旭川小学校
-　-
北　航　小　学　咬

神　席　小　学　校
-　　-
神　居　巾　学　校

　二・兄　陽　申　学　校

北　ぷ　十　学　校

永　山　中　j=　校

６

－

ア

ー

８

９

一
口

一
口

小学校２年Ｂ　版 画 ゆかいなサ　・カス

小学校３年八ｉ絵　　画｜　旭川まつり
-　　-←　　－　　　　－
小学校３年BIデザイソT‾ぷてT]いなもようでかざろう

小学校４年AIエ　　作1　ぽくたち，私たち石塔

小字絞り年Ｂ

　　　一小学校５年Ａ

匹竺
彫　　塑｜　中底゜うさぎ

版　　|彪　　烏　　と　　私

木　田　卒　市

飛弾野　弘　尚

野　尻　亦　興

折　井　網　伎

川　ロ　幸　和

古　屋　栄　降

重　山

１２

－

１３

－

！４

１５

－

１５

一

口

小学校５年Eに彫 塑｜　さけんでいる顔
→‥｜

卦学校Ｓ年ＡＩ工

小学校Ｓ年玉

中学校１年Ａ

　　　一中学校１年Ｂ

－　　　　　－

中学校２年Ａ

作　未来の体育館

デザイソ

絵　　画

デザイン

版

中学校２年Ｂ　彫

画

一
塑

きりぬきポスター

友　　だ　　ち
ｰ--
美しい飾り凪

黒い紙との対話原則による簡易奈巳版|冊）

勁きある人物

版　塚　礼

角

一
沢

一
息

一
大

築　山　湖　明

田

西

幸　市 春　光　小　学

弘　尚 春　児　小　学

亦　興 大　有　小　学

網　伎　|

|　
干　代　謁　弔　学

幸　和 便　日　小　学

栄　降 大　成　小　学

礼　－． 教大附属旭川小'l

邦　唯 北　航　小　学

透 神　席　小　学

捷　夫 神　居　巾　学

勁 兄　陽　申　学

ｊｌｓ　　ｒ７「・ ＩＩ　　　ｒ♂’　　｜

１８

－

１９

－

２０

中学校３年Ａ

高等学校

鑑　　賞

一一

デザイソ

カレー　の市民

一一

ポスター＝我々の学校祭のために

大久保　正　義

宮　本　俊　雄

教大附属旭川中学校

　　　　　　　　　－北　那　商　業　高　校
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分　科　会　Ａ　　（第ｉ日日） 分　科　会　Ｂ　　（第２口口）　　　づ特ぷj八=1もヅニJ
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1.幼稚園

絵　画

製　作

ｏ池島みち子

　（さくら）

ｏ平山エイ子

　（神　楽）

ｏ泉　　秀雄

（朔日小）

Ｑ石丸　違晟

（察蘭・東園小）

ｏ砂金　　隆

（本部･于稲中央）

り工藤　　正

（旭川・朝日小）

　　辻

（　藤　）

塚　　　田

（　藤　）

中　　　島

（　藤　）

１．幼稚[函

絵　自

製　作

引ﾋ閥　恵子

（筏銚一手稲中央）

ｏ斎藤　幸子

（函館・函館）

ｏ石　九

（察蘭）

ｏ砂　企

（本部）

ｏ工　藤

（旭川）

１．幼　唯　園

　小学院低学年

　ｏ脇神　玲子

（旭川一束T町小）

　　U’「|､Irl7ご.ふ..4.μ.

２小学校

　１年Ａ
工　作

ｏ宮田　静二

（向陵少）

Ｑ吉田　宏一

（但室丿票湛小）

ｏ柳原　寿夫

（恕1ﾄ撒大肺」ヽ）

　　島

（向陵小）

阿　　　部

（神鴛小）

寸ﾆ?
TTこ　作

絵　画

帽原　紀一

（上川一轍文小）

ｏ宿久応　豊

（帯広･豊成小）

　　　　　　　ＪﾉII』□lj l /j.ilりlj
?剽よ田　Ｏが卜大町小）

１根主）

ｏ遠　暦

（本部）

ｏ柳　原

（旭川）

ｏ刑　部

（旭川）
　小字咬
3’1 ヤＢ 絵　画

　　　　　　ｃ遠藤　久.男

ｏ脇神　玲丁　（本部･美香保小）

（東町小）；り別邸千加雄

　　　　　　｜（旭川づ薦小）

古　　　本

（新富小）

今　　　関

（東町小）

4,小学校
　２年Ａ

デザイン

　　　　　　　ｏ吉田　義|叫

ｏ島田　俊英一（北見・附訣小）

（雨紛小）　ｏ阿部　国良

　　　　　　｜（判［卜啓明小）

　　山

（江丹別小）

広　　　願

（日新小）

づ‰で
デザイｙ

版　画

ｏ志漂　照男

（後志･倶知安小）

り小野　博正

Ｕし幌-月寒東小）

り高橋　忠昭

くL銅走･砥草原小）

ｏ占　田

（北腿）･

ｏ松　島

ぐ本部）

回可　郎

い即に

ｏ首　藤

（旭川）

5.ﾂｽﾞﾂﾞ　．　　ｏ川島　信也版　画　（春光小）

　　　　｜

り松島　輝男

（本部一白楊小）

ｏ首藤　　薫

（赳［レ青鈍」ヽ）

中　　　村

（神楽岡小）

永　　　介

（吉ご小）

　　　　　i

6/ﾔﾌ?診　画　でなjvjJ､？

ｏ青山　所輝

（美暇一昨廷小）

ｏ深瀬　智腿

（艇川丿人可小）

TI　　　葵

（永山小）

|.［.1　　　本

（永出自小）

引証
胎　峨

デザイン

ｏ牧野　和夫

（上川一局山小）

ｏ長野　　昭

口L政一北園小）

ｏ野　山

（芙叩）
ｏ森　川

（本部）

り深　願

（旭川）

ｏ小　川

（旭川）

?．小　学　校

　中　学　年

　ｏ飯肺　礼二

（教太一附属小）

　o rlj山　清輝

（美唄一味比小）

言昌 デザイソ
ｏ渡辺　正勝

（正和小）

ｏ森川　昭夫

（本部一本町小）

ｏ小川　　猛

（旭川･教大竹小）

工　　　藤

（新町小）

沢　　　田

（新富小）

8-jj lJ7ごエ　作

　　　　ｌ

ｏ小倉　　孝

（呻吟小）

ｏ安久　達雄

（帯匹・明箭」ヽ）

ｏ飯塚　　強

（旭川・神辺小）

山　　　本

（千代田小）

四　十　物

（神胆吉原小）

言証
工　昨

彫　塑

　　　　　　　　c･安　久

　　　　　　　　（帯広）

ｏ水本　凱也　Ｑ側　願

（空知一則「［小）（本部）

Ｑ土井　　践　ｙ飯　塚

（日高・賢良小）（旭川）

　　　　　　　　ｏ氏　本

　　　　　　　：（旭川）

　　　　　　　｜

　小学校
91 4年Ｂ 彫　塑　ｏ言下　　林

゛　－（近文小）

ｏ側瀬宇太郎

（本部･平岸小）

ｏ氏本　利光

（旭川・永山中）

梱　　　内

（神居小）

永　　　沢
（第七小）
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版　声
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・詞

]ﾆ　作

　ソ

丁

｜

：第１　口

一
ｙＪ

鈴木　利

一飽･個生

伊藤　仁，

加||･第そ

老

彦

金井　秀司

本部一圈西小）

山田　　武

旭川･j

池本　良三

諮小牧一束小）

西村　　隆

旭川･常盤巾）

ｏ佐藤な五郎

（木部・幌向小）

ａ松浦　」「1曳

（圓||･巾:処小）

一　一

Ｑ加地　保良

目痩１本別IｷﾞＯ

Ｑ森田　応μ

（旭JIト旧約巾）

nlg
-

肴

j ヽ

地

原
丿
本

　
小
笠
楽

優小 ）

一

徳

（聖和小）

小　腔　原
ぐ:岡小）

ｌ　　　纒

（北頂小）

沢

（北鼠小）

ｏ森　　健　鳥　　４

（本部・中,|沁中）･（六合中）

　　o沢
甘

ｃ坂FI I　武夫

（本肖iい八条中）

口寺原　　実

いIIUII・常盤中）

Ｑ大谷　勝美

(上)匝一昨牛rl

o池田　明男

〔旭川一北門巾

ｃ笠原　康正

（留喘･留萌I:ID

o土岐　敏次

（水泡・北　高）
（市内高校）
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ﾌﾞj‾

プ

小学校

高ず年Ａ

小学校

高写字Ｂ

8･中学校Ａ

10,中学校Ｃ

11

絵［!j

ハ
　
ー

Ｔ　作

版　|西

デザイｙｉ

鑑　宣

（笛２ＨＩＵ
丁j‾「‾ドＦ;

ｏ清野　満伝

言島･人中山小)

;)古田　倭誰

（極内･東小）

借1＼｡｢;y,ご|
（作内･程内申）

ｊｏ宮崎

　(土JIr

　Q清水

　　弘

一当麻巾）

克美

（根察・巴陣中）

ｃ島　　昇『

（札胴･新琴似中）

ｃ上田　　裔

（留萌・増毛中）

(紆1 桐
栽割ど

Ｘ
｀

　　勉

･召北申）

ｏ中村　矢一

（IL趨一月寒高）

斟　会　‾む
他社考

　忿_J

ｓ．･ｔ｣

　･６･
　｢ａｌ

　学　校

学　年

　ｏ古屋　栄障

（佃||･大成小）

　ｃ新版［ｺ　登

（旭川・元元小）

４　中　学

　高等々

校
控

　こ･IIr7li　清治

ぃI匹｣|卜常勁･に

　ａ佐藤　吸夫

（,|「り||・軋昿ln

７

提　　j1　名’

　　　　　一

Ｑ松原　浄

（北沢小

パ
Ｌ
　
Q
v
　
Q
P
‐
7

　
一
　
治
／
‾
４

ｏ鈴木　俊昭

∩!t:陽中）

築山　尚明

北祁巾）゛（加「

ｃ及川　輝夫

（東光中）

（坦大高）　ｏ小林　健児

　　　　　　　□函|「北高」

ｏ鈴　木

（函館）

ｏ企　井

（本部）

こ伊　藤

（旭川）

回忌　田

Ｏが口

ａ池　本

（,I胴欲）

引窓　頒

（本部）

-－。｜心ﾋ林　年彦　トl西　村
フマィｙ　（ＵＩ卜風連小）パ艇旧｡）

　　　　　　　　　　o松浦

_

ﾚ

_

上齢|!）

　　　　　　　　　　｜

。加判

。。i,;

ﾚ

’藤＃　11治｜（|一勝）,･
:
1
1
ｊ
Ｌ
に

　
　
ー

　
　
－

　
　
ｊ

森
旭
三

〇
ぐ
・
ｏ

（旭川）

ｏ　森

（本部）

ｏ　沢

（旭川）

心太　谷

（上川）

ｏ坂　LL」

（本心）
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ｏ纒　田
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ｏ笠　原
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８

〈幼４才・絵画＞

おもちゃの国へ行く乗物

指導　　　荒　川　孟　苧

園児　大谷さくら幼稚園27名

１　題材について

　　こどもの日常は，自然に夢の世界に入りこみ空想の中にいる。

　こどもの夢は，自分の願望や欲求と結びついて限りなく広がる。

　　ここでは，みんなでおもちゃの国へ行こうという場面を設定し

　ぼくが，わたしがのって行く乗り物は，どんな乗り物がふさわし

２　題材のめあて

　　こどもの夢を楽しく，墨かに表現させたい。

３指導計画

いろいろな乗り物について話し合‰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(言語)

ブロック・積み木でのりものを作ってあそぶ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(社会・絵画製作)

乗り物の歌や表現あそぴをする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(音楽リズム)

おもちゃの国へ行く乗り物の絵を描く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(絵画製作)

いかを考えさ到自分がその秉物にのって行く気特ちにさせて，　　４　本時のおさえ

描かせることにより，楽しい夢の世界にひたらしたい。そこでク

レパスを用い，思い思いの色を自由に使いのびのびと描かせたい。

５　本時のながれ

・自分がその乗り物にのっている気持ちにさせる。

一大きくかかせる、

幼　児　の　恬　勣

ｏ乗り物について話す。

ｏこんな乗り物があったらいいなあ

　と乗りたい物を自由に話し合う。

ｃ乗りたいものの絵を描く。

ｏあとかたずけをする。

ｏ友達の袖=をみる。

ｃ手を洗う。

－ 一

一 －

指 上 の 留
- が 7 -

● 噸

r L こ j ゝ 点

二
ｏおもちゃの同を設定し，みんなでこんな乗り物があったらいいなあと話を

　ひきだす。

ｏ画面いっぱいにのびのびと楽しく描かせる。

ｏ個別に指導する。

　・はげます助言

　・ひきだす助言

　・ほめる

ｏみんなの絵を楽しく見る様に導く。

準

クレパフ、

画用紙

備



＜幼５才・製作＞

ぽくの私の汽車がとおる道（粘土）

指導　　平　山　エイ子

園児　市立神楽幼稚園45名

２　題材のめあて

　　素材の特質を利用して，のぴのぴと作らせ楽しく遊ばせたい。

Ｓ指導計画い週間）

　　乗り物ごっこ

１　題材について

　　乗り物ごっこの遊びをとおして，丁･どもは乗り物に対して関心

　が高まっている。前時ではそれぞれ木片で汽車を作り自分の作。

　た汽車で楽しく遊んでいる。木時はぼくの私の汽車がとおる道の

　まわりには，どこにどんなものがあったら楽しいか考えさせなが

　ら，口]把材である粘土を使い，いろいろなものを作らせ，子ども

　なりの楽しい夢を持たせ造形への芽を育てたい。また個々に製作

　した作品ではあるが，それぞれが共通な空旧]を持つことにより，

　そこには共同製作への芽生えが存在しよう。

　　ここでは共同製作への足がかりを作るとともに，完成した作品

　でしっしょに道ぶことか妬仲間意識を育てることにも意義を持　　４

　たせたい。

５　本時のながれ

乗り物ごっこについて話し今う 〔1

乗り物のうたをうたったり，リズム遊びをする

〔音楽

乗り物ごっこく汽車）をする。 E社会，

’汽車を作る（木片和』用）
〔絵｣願製作，

ぼくの私の汽車がとおる選を作る（粘土）II

〔言語〕

〔音楽リズムT〕

S社会，健康〕

〔絵〕願製作，自然〕

本時のおさえ

　ｏ粘土を使って楽しく表現する。

　ｏ作ったもので仲よく遊ぶ。

じ勁収作ﾀ本所

９

幼　　児　　の　　活　　動

ｏ準備して教室に入る。

ｏ汽車ごっこをしてあそぶ。

ｏ作った汽車であそぶ。

ｏ汽車がとおる遠のまわりには，どんな

　ものがあるか話し合う。

ｏ粘土でつくる。

ｏみんなで汽車をとおらせて遊ぶ。

ｏ他のグルｰ-プの作品をみてまわる。

ｏあとかたずけをする。

Ｇ手を洗う。

指　　原　　上　　の
一 留　　痙　　点

粘土遊びに適する服装などに留意する。

グルーブごとに楽しく遊ぶようにする。

ｏ自由に遊ばせる。

Ｑ汽中lに乗った経験などからトンネル，山，鉄橋，駅などをひきだす。

ｏ作りやすいように共同板のＨに大小の粘土のかたまりをおく。

　・教師はグルｰ-ブの中に入り発想の手助けをする。

　・少しのくふうでも認めてやる。

ｏ作ろうとするものを患い思いに表現させる。

ｏグルー-プごとに楽しく避ばせる。

ｏ列になってまわる。

ｏ時間の関係で作品ぱそのままにしておく。

プレーヤー

ｙ／コ ト

共『男坂

粘土

テープ

わりばし

ひもなど

ぬれぶきん

バケッなど



れ〕

-≪小ｉ　・　に≫

ど　う　ぶ　つ　え　ん

指可

児収

　町　柳」明　雄

向陵小学校涯名

１　題材について

　　予どもたらぱ勁物が大好さである。できることなら「ぞう」や

　にきりんｉをlj分の家でぷいたいと忌っている。その囲いを絵に

　かくことから，さらにその作品を立ててみる経験を通すことによ

　ｰ,て，より夢をかなえさぜてやりたい。

　　紙た司仏折妬接着するなど将来の高度ならL体表現への発胚

　を弧いこの題材をとりあげた。

　できおがった作品より帖喜々としてとりくむ姿の中でなされた

　努力や工大を大切にしていきたい。

　　個々がただ作るだけでなく，持ちより，集合に上る動物図作り

　として扱うことにより，阿びをづ何人:ぎなものとしたい。

２　題材のめあて

５　本時のながれ

　 z r ¶ ㎜

　 r ･ よ

一

苧

カ

乙

一
顧

条件提示

　　　教　師　の　は

・用具点検

た　ら　き　か　け
一 一 一 一 一一 一 一 一 一

・勤物刈にするべ=べ’を氾せる

・今日は動物園を作ろう

・作ってみたい但I物は伺だろう

・紙で作るんだけ高　できるかな

・これでいいかな（資料提示）

・立てることに気づかせる

条件理解’・宣てるためにどうしよう

　　　　　．　・子ども･り考えたものから例をひき考え徹底させる

尚:　　悪

去　　現

・これでさっき考えた動物がつくれるだろうか

・朧やシヴポなどほあとからつけてもよい

・何を作るか，決まった人からけじめよう

　　個別指導（発想指導’）

修iE完絨い　・悪いところをなおそう

鑑　　笈

・勤物の特徴を衷わす模様などで笑しくかざろう

・揚物L荻を見よう

出

回

GI

勁物の特徴を考えながら楽しく=表現する。

一枚の紙を立てるくふうをする。

祇を切る，析る，はることなどにぴれる。

３　指　卿　計　画

　　　　　紙1ﾐ作の本時につながる系統

紙を折った貼切ったりして作る

祇の周治の広さにふれる　|;11げ

る，は･る

厚紙の扱いになれる

るくふう

高くす

目的を持。て作る

おうちをたてよう　31･･･-一紙の利用を考える

４　本時のおさえ

　田　圀いを大切にしながら，作り|が･るμびを味わ‰

　{21　紙とのふれ合いを深める。

予想される児蛮吋活動

・動物園を腿だ経験やにた荷物に

　ついて話す

・できる，できない，むずかしい

・これでは立だないよ

・ためしてみる

・たしかめる

ー紙を折る，まげるなどしながら

　考える

・立つように確かめながら作る

・あとしまつ

一一一一一一一一

採光

留
．必y.

L.」

ヾUjゝ

占

rllS
一 一一 一

通気.などに気をつける

・それぞれの刃巾をきき，見通しを

　つかませる

・練習用紙で安･似にやりながゐく２

　うする

・紙の窪て方は凱』]にする

・技法，用具の扱いに気をつける

・くふうされているところをみとめ

　め合う



＜小！一絵＞

お　　ま　　つ　　り

指刄　　阻　神　玲　丁

尼公　東町小学校lc名

１　題材について

　　･1月に入学したi.盾たち咆，どうやら･？校生活になれ，心の陥

　とりがでてきたようである。これまで何度か･ｙ校=のくらしを中心

　に絵をかいてきたが，この=|,li｣り|にあた｡ジC･，学校のくらし以外の

　6/2ことがらに屈材をみりけること1幻IIジでに新節な感動をもたせる

　ことになると考える,，その意味で，先日行なわれた郷卜のまつり

　日ii神社の祭典は，恰好の題材である｡と思おれる。

　　竟つりで感じた，にぎやかで亮しい雰囲気は，児痘の目と心に

　ひび･き興味と関心をよひ･おこさせろのではないだろうか･，

２　回付のめあて

　・応にとめていることを，のぴ’のびと表現させる。

　・新しい素材謎||紙）を便ったが現｡のだのしさを味あわせる。

５　本鋳のながれ

|‾

-

３　指導計画

且匹

　-一一一一一一一一一一一一

四万ご

還　足　（絵）

竺ぃすきなど□然し

辿面会　（絵）

バレー　ド（絵）

楽しい学校r絵）

！全校写生鳶

ﾆｺ言二言

一一－

一本時１

屁休みにあ一万二万]三白jh]□

４　本時のおさえ

　・どの場面をえらんでかくか。

　・中心になるものを，はっきりとらえる。

二

ｎ

づ

六

歴

浬

£

ごW

と
　
め

・学習内容を確かめさせる。

・おまつりの印象深いことがらについて話し合わせる。

リC?響効果で，迩つり･の柳 r･を思い出させる。

・にぎやかで楽しいまつりの摺丁･を，紙い-J:J?いにかく

　ことを話す。

一個刄的に指導する。

　よい点をみつけ賞揚し，表現意欲をかきたてることを

　はか気

・まつりの様子がわかるか。

　みんなでみまわりながら話し合わせる。

・あとかたずけをさせるｓ（学習の整理ﾘ

・次時の予告

→

　　｜

　　｜

ｉ

！

｜

- I 皿 ･

・話し合う。

一目をとじて問く。
一 一

・どの場而をかくか決める。

－表現しようとすろことがらを，|同i治に

　なぞ，でみる。

・元気に，力いっぱい，大担に線描する

Ｉ㎜　－　　　　　　‾　一皿　　　　　　　　　　-

ｉ　・まつりのどの場面かわかる。

！　・にぎやかさ，楽しさがあるか。

・堕　理

－0.1i.pを仙月する，

i'－フの耳Lこ．

'‾－一一　　．皿‥

わらｰがに

にならないよ;いこ

にかぐ
-

Ｏ感想をのべ≒

ｉ・作品の処理
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ぐ小２　・デ＞

ふしぎな花・ぬずらしい花がレっぽじ

指導　　薗　含　ろみ子

児童啓明小学校13名

ｈぱどれでもよい昿子どもの希望がら,･身近かに｡ある花の5'一

一7をとりあげた。|恥-テー‥々の巾で｜つずつ･リ･ヽ一一ｙｌ違えて表

現させることによ･ってくこんな花があったらいいなあ＞ぐどこの

野|||や畑にも咲いてなくて，お花ｉさんにも売っていないふしぎ

な花やめずらしい花を作るんだ＞という表わすことへの印いや扨

時にあふれた予どもたち，発展として，ここでの折原ぱ各自9li作

した花を持ち之，てみんたで力を合わせくいっぱい並べる＞M.ヽ

う共同作業を涵してliざすものに近づかせたい。

１　題材について

　　子どもは１年生のデザイソヅ:習によｰ,で，描く摸拵こはる模様　　２　題材のめあて

等，多くの邑を使って自由に喩様作りをすることができるように

なってきている。２年生としてカ教師のロざす方向や願いは，Ｔ

どもが生活体験の中から碍たヒントや新発見によって，それを使

い，表現する楽しさや喜ぴを感じさせ，く浪ぺ方をくふうしたり　　３

形の変化を考えたり，与えられた条件に適したフゾヅツがうかぶ

ようになったり，描く一塗る・岡る等を箭切に美しく表現できる

子どもになるよ｡う。＞こどもの素直な||常の造形活動を涌して感

覚的に表現する能力を身につけさせるよう日ざしたい大皮様作り

は，いっぱい拾かせれば摂様になる要素は多分にあるが，同一の

パク‥ｙをいJfい妙べる模様においで描く倶嘔はかなりの根気　　４

を硲雙とした。ここでは＜’花＞＜J魚ン=＜虫＞等同一のテー-7であ

５　本時のながれ

分

ｂ

35

節
1
1
1
1
微
・
㈲
　
条
件
提
示

―

　

―

―

構
想

1
41

鑑
賞

－

　　　与　え　る　も　の

・準蝸片L瓦の確認

・al!作した花を|必力して台紙に政べ

　はることを知らせる。

・パネルに掲示してある台紙をグル

　ーブに配布。

・ダルーブごとに相談させる｡

・花を台紙にはらせる。

・完成したらパネルに掲示させる。

・友だちの作品を見て，そのよさを

　見出させる。

旧　いろいろな素材を便って独創的な花を官|作させる。

ﾛ:　グループで協力し合い決めた配列に画｢帽刄戌させる。

指導計画
　匠三回⊇コ玉三三三幻づ石ＴＴＵ円

一ふしぎな花・めずらしい花がなここΞ］
→ あき絹やあきかんをかざが

一口⊇⊇こ瓦葺三亘‾子‾ど;しい花がいいか 本時(今時

　
ぷ
紙
ヱ
哉

↑
旭
川
ジ
ゴ

Ｖ

　本時のおさえ

　独創的な花Cふしぎな花やめずらしい花）をグルーフで決めた

配列で共同で台紙にぱり両面携戌させる。

学習活勁の経路

二言二回
グループごとに台紙には

る並べ方を相談する
・ - - － ■ - － 一

ﾚｻﾞﾌﾟﾔぐﾂﾞ二万八径

｢五拒‾Fと?紙にいっぱいはる
一 一 -

　　二　一一一一一一一一㎜　　㎜　㎜㎜■■㎜㎜㎜㎜-㎜I●■
パネルに掲示する

¬･‾二

不足の所はつけ加える

㎜　･■I㎜

他のグループの作品を見

てまわる

ひきだすもの

・グループで選んだ形の台紙

　にいっぱいの花を並べるこ

　とを認識する。

　・花と花との重なりぐあいを

ｉ　　くふうしてはる。

　おもな教師の発,==い助ｊ

・使うものがそろｰ,ています

　か。al｣作した花・糊・新11ﾄ:

　紙・手ふき・クン≡ビ/・が

　･ラーベソ・色紙・尹i用紙・

　はさみなど。

条　仲

　台紙の形，花の大きｰさ，１

　色などを考えて並べてみ

　白首

　　㎜皿●皿--－㎜㎜－一　･一一一一　　　・

　平らに描いた花は尤に，と

　ひ出した花は後に糊づけし

　ましょう。

・どう思いますか。



’ぐ小２りｋ･）

ゆかいなサーカ

　　　　　指府　　木

　　　　　Iど!砂　４茫･』

ス

ロ|

　学

　聊

拉38

Jj

名

３　題材の指導計画-ｚ時間

図三玉子白白]ﾝげ絵をつくる

仁宍一カスの感但Iを入れた）

１　題材について

　　こどもにとってサーカスは別きと感動の多い経験である。この

　屈咄を力勁I的な゛ｊ -･びとしてとらえさせ表現させたい。

　　ｉ年生では，紙版に』:る昌尽なスタyylングやフｐ･ソタージ｡ｭ

　を経陥して匯TIEi的な表現をしてきたが，ここでは。ゾIリソテーに/

　グの郡のII出然的なおもしろさができることに気づかせ，サーカス

　を出分のイメージとして!り:･えさせ，華やかな眺彩を多色扇りで

　裳現させることによｰ,て，工大い　あらわすことを通して登かな

　迪形の漕:びを味あわせたい。

　　吉瑞材料には，いろいろな材料を使わせて材料の柘を広げ。=･　４

　－ラやパンフ等の販kll倆具になれさせたいs

２　題材のめあて

　一一f－カスを謎た感勁のぞｊ－ジを効梵的に袁現させ，児巾の欲

　　求を満足させるとともに，fll:造作をのばす。

　一事前に習得した，版|同技法の応用や色彩を取り入れることによ

　　って効果的表現を工夫する。

　・出必た作一一lal･を顕賞し合い次のrtlj造瓦欲を高める。

５　本時のながれ

％版を作る

　↓

μ版の仕トげ

　｜

!/1唄り作IIIIII完成ヽ7

作品怒宜

２

３

(本　侍)

本時のおさえ

　効｡緊:的な眉りを工夫し，作品を完成させる。

a.　切り取り組版の多邑罰り

ゎ　痢図配･跨のjで失により，ダメージを盛りあげる

ｃ　ブリソテ・ング効果による表現の迫求

　児童個々が字体的に活勤し，発見の喜びから，創造の喜びへ

と大垣の意欲を高めでいく。

　出来た作IRを仝茄,で澱言し，満足感とともに次への新しい意

欲をもたぜる。
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我　師　の　は　た　ら　き　か　け 予想される児童の活動

郷　人

■

―

―

－

■

一本時のたらいをつかませる。

・作業手順を明確につかませる。
１本時のねらいを知]り作業の手順を把握する。

・犀｣りの方法を知る。
・プリﾝ･テ／ｙグのしかたがわかる．

　　　　　-’．．一一㎜Ｉ㎜　　　　　㎜㎜㎜･　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　■㎜■　■㎜　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　==･　　　　　－･...　　　　　　’I　　　　　　　　㎜･■　II㎜I㎜㎜㎜-　㎜
一色の効呆的なつけ方を各自の作品のねらいに応じでll　・邑を選んで

ローラ‥･につける．

　丈すろようにさせるｃ

一白紙に配費を考えて印jらせる。

　　　　　・子どものイ，･－ジに近づけさせる。晨　聞，　・フ句ンティソダ･のしかたがわかろ。

・作品をよごさないようにさせる。

・作品を掲がさせる。

まとめ

・友; の

ーが

ilijlを味わい努力を感得さ首

じたことを后し合わせる。

後かたずけをさせ≒

一円固の配匠を決める。’

・刷り力を工夫するc

一白分の思うようになっているか只る。

・さらに画面の･必要なものを考える。

－ちぎ≒たり，折ったりして刷りを工宍す

る。

　－

・自分の作品を見て効果的な表現を考える。

・ていねいに扱うｓ

一周足した作品を各自，場所を選んでかざる。

・全員でかざってある作品を楽し＜見て回る。

一感じたことを発表する。

・応力して後かたずけをする。

一一哨り取り紙型

●.バレン

ー台紙

・酸性インク

・ﾌ≒ソテイ;/

　グの材料

・ﾒゝ'り-ｉ

・il･金につるす

・各自自由に



｜

｜
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〈小３　・喘･＞

旭　川　　ま　　つ　　り

指呉 阻即行　tも

児盾存尤小学

爾

校摺ｷﾞI

１　題材について

　　７月　日は郷目帽目のおまつりである。子どもたちはこのおま

　つりを171分のからだで感じとり，楽しい思い出として伐していろｓ

　これは，よりたしかな,回にによる表現をさせる絶好のチャンスで

　ある。このようなことがらを見つけ，それを，丁･どものﾄ=|と心と

　でとらえて拉Iいていくには，子どもの迫形能力を育て経験の幅を

　広げ，巴かな目と心にするためにも犬切なことであると考えてい

　る。

２　題材のめあて

　・おまつりの実感を通して，深く印象に残ったことの申から自由

　　にかかせることによって表現の楽しさを味わせる。

３指４計画

　・１学|ほ｣中に指=扁したもの

花　火

旭川まつり

(紗)

れんど ∩

はって作る

ｘ
ｌ
ｙ

(デ)

（（ﾐ）

ｘ
ｊ

に
‘
。

　
Ｌ
Ｉ

ｊν
ｒ
ｌ
ｌ

ぐ二二工尚之９ｏ゛

［よ二］（絵）

ぶ

・たしかな記憾をよひおこし，しっかりした線や，くふうした色　　４　本時のおさえ

　で§現させる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・印象や感動を盛りこみながら彩色をくふうさせ，jijJし，材料の

・和紙とj･|･1,を生かしてお宦つりの雰囲気を児盾の心で表現させた　　　　　つかい方になれさせるc，

　い,」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自分の表現したいおまつりの邑が6ぼll1的に･が現できるようにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たい,，
５　本時のながれ

教　GIlj　の　は　た　ら き ZJ

・本時の学習を確認させる。

・彩色について話し合う。

　　おまつりの霖囲気を感じさせる色を考えさせる。

・膏響効果でおまつりの儒景を｢ぢ現させる。

・印象や感動を盛りこんで彩色させる。

け

・巡視して個々のよさを見つけてほめ助言を与えながら意欲のすド

　続を図る。

・作品を旦で話し合う。

　・自分の感じたこと，亥わしたいと思ったところを述べさせこ

　・よくできていると思うところをさがさせる。

　　　　児　　倣　の　　炳　勁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜-=･㎜=-

・おまつりで感じた色を発表しで，たく

　さんの種馴の色のあることを考える。

一目をとじでII?Mりこ田|く。

　　邨I

一一‥一一一一

C.H.゜

　　 . 1 1 j .

一 一 一 一 一 一 一 一

占

t ゝ ‰

を使胴干る

・テ･-ゾを間かす､、

・おまつりを思いⅢＬ感動を受けた場:面

　のﾄﾞ絵にお上その色をなぞ｡てみる｡。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い大まかな感じをまずとら

・作IIIIIIをもとにしてお話しする。

・あとかたずけ。

｜

１

１

１

１

　副　全体から部分へ，一節

　分から全体へ。

・おまつりのようすを剔,い

　だしながら話しをすすめ

　る。



ぐり３・ヂ）

きれいなも
　Ｌ

ゝづ ･ うでかざろう

指導

ﾝIM?

　　野　;瓦　存　y!

大方小学校３堅り名

１　昭材について

　・ほ学年よりｉ続き本学年においてかざる本能を盾たしてやるIμ

　はり八達の|｣常生活に生々としたμひjﾘi･穴｡，QI｣造意欲をかりた

　たせろものであだ=。

　・　きれいなもようでかぎろう｜と言う届村1と今迄してきた学習

　をよIレール深く，rl分で考え，飽る，汲わすという　‥つの肺jLを

　心に則八達のれがいを忿めて表出させる様にと考え本渦'を設定した，

　・･,Eだ拓=々の教相･り制帽　を経験ずる右により，。より高いｙｆデ

　フを表jl,ﾘ沼湖こ結ひｰパ¨l'さぜたいと絹｡,ている｡

２　題材のめあて

　固　|-･]じ形のくり返しのもようを紙染／型紙をｰバ･･-，てlj庁し，

　　ならべ方をかえさぜ芯ことにより，美しさが破ｊっることをJIIE解

　　させろ，

　･2'･　明るい配色へ|恥已,を咆たせる。

５

3:　いろいろな表現決があることを経鮮させる｡

　本時のながれ
-

♂

乃

～

あ た　　え　　る　　も　　の

「

｜

ヨ

齢
・ － ■ I

卯　ねがいにあったもようをえらひ、かざることができろように

　申ろ.、

Ｓ拒否計画

「

1いろいろなもよ礼

友だちのI矧

・２年時･の延長として楽しい感じを出

　させる,｡

一回Lﾆ形をならべさせる｡，

り･;|｡える悟を忠実に凝以させる。

ご教咄のようすをかく

｜

ひっかき力

現

・こ･まかくかかせる､、

一線の･1しさを.FII;鯨させる。

HI=問

ゾリｙグ，紙染をやり教材（材料･;･　を邨角させる｡。

- 一 一

３時間

ひ　き　だ　す　も　の

一一ｙピツをおく場を考えさせる

・11｢分のねがいにあ、た邑、形を見-」

　けさせるようにする。

巧

yT回心心万淫亘三回
．’ぞ

匹立石亘回
・明紙をつかｰってくり返しのもようの洽しきり隋ほせ

　る

きれいなφ｡kうでかざやぐJ　　　i時間「本!｣,り

　・きれいなも,1う，くり返しのヽもようをつか..,てヱンピ

　　ツたておつくる，

４　本時のおさえ

　・j･=べ/ピツたてを白分のねがいにあ-Ｊリにkうを使い，かがれる

　　ようにさぜる,，

活　　勁

‘木|哨=の学習の予鮪Eについて.9.ぷ1しを摩

伺で

糸
竹
構
想

　
　
．
砥

．･やかん

　その他

もよう（いままでにつく、た）のり

・　　Ｕ　　，ようでｺﾞｿﾋﾞﾂたてをかざることを|　たy
;　’ヽなも

うでかさ･s

:皆諮具ﾚ訂‰昆]二言言言にムニレニ

20

1

０

　　　　　　　　　　一一
。・自分のれがいに合わ世てぱらせる。
表

現

鑑

賞

もようを火色ひ，きる。呈示言言三玉

壮

士に;にぶ　　　ゴニごヅ¨¨）･I白

　㎜I■■I■㎜㎜㎜㎜皿■　.-　　　　--　　－　-･皿-I一一　　■■㎜㎜･　.--　　　　　　一一I--■･㎜■-一一　　..I■I..■:汀雪に器:k

にに53゛｀∩

ﾐﾐEﾚﾚ

9湊i）“or9

に“゛白４゛゛゛｀
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＜小４・工＞

ぽくたち，わたしたもの塔

指導

児童

　　新　井　祠　子

千代田小学校45名

ﾕ。題材について

　　この時期のヂどもたちは高くて美しい塔に強い興味と関心をも

　っている。そこで沃を使って構築的な表現を取り扱い，初歩的な

　構:造の学習をさせるためにこの題材をとりあげた。ここではどこ

　の家庭でもみられる新聞のちらしをパイプ状にして紙の強さを把

　探させ，これを自分たちのねがいにあった塔を作りながらじょう

　ぶに組みたてる工夫をさせたい。又この学年は計画性の芽ばえる

　時期でもあるので発想一計画一製作-一仕上げという見通しをたて

　たしかなものを作る子どもを育てたい。

２　題材のめあて

　・紙をじょうぶに使うことをくふうさせる。

　・子どもらしい創造的な梧の形を考えださせる。

　・どうしたらじょうぶな塔ができるか，組みたて方を工夫して作

　　らせる。

　・計画的に根気よく作業をすすめる態度を善う。

　・友だちと協力して楽しく学習をすすめる。

５　本時のながれ

３指導計画

　①　紙乃パイプを使って　　　　　　　　１鴎=問

　③　ぼくたち，わたしたもの塔　　　　　１時間

　　アイデアスケヴチ，グループで計画をたてる。

③

④

組.みたてる

組みたて完成，鑑賞

関連題材

　≪三回ご]

　　　　　(工２)

２時間　　本時Ｌ
　　　　　　　２

１時間

帯紙で魚の形をつく‰糸でつる

しても形がくずれないようにする。

６月

ａ月 校内写生会

変　電　所形の組み立て 一

（デ２） （絵４）

月 ぽくたち，わたしたちの硲

Ｘ

（ド５）

月 未来のたてもの 厚紙や段ボー，

（工４）

厚紙や段ボールでじょうぶな組み

立てと共に外観の美しいゆめのあ

るたてものを作る。

＆　本時のおさえ

　・高くてたおれないじょうぶな組み立てをする。

　・自分たちのねがいにむかって友だちと協力して仕事をすすめる。

ながれ 教師のはたらきかけ　　｜　　予想される児童の活動 留　　　意　　　点

準　　怖

条件Ｅ示

条件理解

構　　想

表　　現

鑑　賞

・本時の学習の目あてをつかませる。

・高くてくずれない，美しい眼にしよう。

・グループの挙の｢ねがい』を発表レ(ﾆください

・材料の匪質を調べ生かすようにさせる。

　(つなぎ方，切り方，曲げ方，強さ弱さ)

・本時の作柔順を話す。

　個別指導

・友だちの作品を見よう。

一次時の予定を話す。

・準備

・自分たちの作ってみたい塔の‾ねがい|

　を発表する。

・どこから作っていったらよいか考える

・友だちと意見を交換しながら作業を分

　担して組み立てる。

・自分たちの作品の途中経過を発表する

・計画通り準備はできたか碩認さ

　せる。

・実在の塔や他人のまねでなく各

　児童がそれぞれに考えだした形

　を尊重する。

・用具の使用に気をつけさせる。

・碩実な接着をするよう注意する

－組み立てのTI夫をしている児収

　には賞賛し励ます。



＜小４・彫＞

中庭のうさぎ

　　　　　　　　　　　　　　　指導　　　川　ロ　幸　和

　　　　　　　　　　　　　　　児童　朝日小学校・記名

1.題材について

　　動物は子どもたちの友だちである。Ｔどもたちは動物に話しか

　けたり抱いたりして夢をもって接する。そのような于どもたちの

　心情を大切にしながら勣物の姿をよく観察し，肌でとらえ，より

　たしかで感動のある作品へと高めたいと考尨他教科との関連も

　考慮し，子どもたちが中庭で毎「でT飼育している兎を製作すること

　にした。

　　概念的な契,方や杏現に固まりつつある者の多い中学年ではもっ

　と感覚的にそして素道に自分の感動を表わすと同時にiEしく物を

　見つめ技術的にもたしかなものを創ることを学ばせたいと思う。

　ここでは生きた兎を厄た素直な受けとりから「この塊の中に兎が

　いるよＩということばを大切にし，兎の特徴や勣きに気づかせ，

　ひとかたまりの粘土の申に表現させたい。

2.題材のめあて

　・見たり，ふれたりして観察を深め，たしかな表現へと導く。

５

本時のながれ

・粘土を便い兎の特徴や動きを大きくとらえる。

・粘土の扱い方や表現の方法を工央させ，なれさせる。

　(けずりとる，ひねりだす，くっつける…･‥)

3，指導計画

一一一一一一‘一一一一　友人をかく(絵)

‘-一一一一一一-一一　よく見てかく　C絵)

・粘七を使って人や動物をつくる。

堅L｣ﾚ２時間扱い

笛１次　全体を大づかみにとらえるく本時)

第２次　自分の表わしたい兎に近づく

・粘土板をほって浮き彫りをつくる。

4.本時のおさえ

　ー「○○としている兎」「わたしの見た兎は○○していた」な肌

　　自分の表わそうとするすがたをきめる。

　・「粘土の塊の中に兎がいる」を大切にしながら，どこをけずり

　　とり，ひなり出し。どこにくっつけたりしていくかをつくる中

　　で考えていく。
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指導のねらい

一本時の学習のめあてを確かめさせる。

・兎のいろいろ勁くすがたを膜察する。

－どんなようすの兎を表現するか考え

　させる。

＜粘土の塊から兎へ〉

・大まかな形をとらえさせる。

・勁きに気づかせ各自のイｙ－びに近

　づけさせる。

・まとめ，次時への意欲を高める。

学　　習　　活　　勁 指導の留意点

一面時の彫塑学習をふりかえり話し合い，今日の学習に

　ついて考える。

・兎にさわったり，遊んだりして，兎の動きを観察する。

－自分の作りたい兎を決める。

・兎の特徴や動きをどこに見つけたか。

・自分の査わしたい兎をはっきりする。

・どちらを既に，どちらをおしりにずるか決める。

一手で確かめながら，頭やからだの大きさの見通しをた

　てる。

・けずりとったり，ひねりだしたりして大まかな形に近

　づける。

－耳や足の部分をつくることで勤きを一階はっきりさせ

　ていくｃ

・困ったこと，うまく表現できたことを話し合う。

・いろいろな角度からみさせる。

・よく見れるようにグループにｉわず

　'つ○
・挺ぷりをさせて話させる。

配った粘土を分けたりよ吠トたりし

ないように。

・グループ指鰐に当る。

・動きが単的に表現されている作品を

　みんなに見せる。
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＜小５・版＞

烏 と

指導

児童

私

　古　里　栄　隆

大成小学校　３７名

１　俑材について

　　子どもは揚物が好きである。毎日中庭の小勤物の囲りに集まり

　学校生活の中でもかかわり合いが多い。

　子どもたちに親しまれている鳥をいろいろな角度からとらえさせ

　自分の考えを素直に表現させたい。ここでは烏と払とが何かして

　いる場面を個々の児収が設定し鳥と私とのかかわり合いを一つの

　画面に構成することによって，于どもの豊かな夢や願いをおりこ

　ませたい。ここでの指導は，児蛮のそれぞれが個性的な表現を汁

　画的に痢面訴成を考えながら制作することを主眼｡としている。

　そして指導の要素としては構図のとり方，刷りの技術などを深め，

　線による表現から而の表現へと発展させ陽刻による表現になれさ

　せ，白黒のおもしろさに注意をむけさせたい。

２　題材のめあて

　・考えを持ち，表わす態度をそだてる。

　・版|面の特質を知り，興味や関心を深めさせる。

５　本時のながれ

３指導計画

Ｅ
・
ロ
ド
ー
ト
り
．
に

絵

一 一

を福引

¬
－
－
－
る彫を版

　　　　！ためし

r‾‾･‾¬　1

刷り

２

３

¬

|刷(≒修　帽片5本時

k'一一一一･　｜　　　‥..　　｜
Lｷ__郷

鑑
- － 一 一 一

雲

一一

－

－

　 ｜

Ｊ

＿Ｊ

[].5

４　本時のおさえ

　1.　自分の駆いが表現できたかどうかを確かめながら胆いに少

　　しでも近づこうと努力させたい。

　2、版画用具の使い方を知り、刷りの技術を高める。

　　　　　ｏ　プレス撒の使い方

　　　　　ｏ　ローラーの使い方

郷　入

展　開

まとめ

　教師のはたらきかけ　　|。　　予　想　さ　れ　る　完　童　の　活　動
で二回ﾆに⑤二号白石ﾊ謳混おしを五匹

る･　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　ｲﾌｸののせ方　についての知識を持つ。

・自分の願っていたことと結果を

　比較させる。

・用具の扱い，技法上の問題点に

　ついての助言。

・典型的な作品をえらんで学習の

　一般化をはかる。

・学習の整理

プレスの通し方

‘2でと;ﾑ

とのずれを発見したときは修正する。

・修　正
　　　　　匹

二つ視点で追求す

・くりかえし追求して自分の嗣いに近づこうと努力する。

・話し合い

　それぞれの作品をもとに話し合う。

・引きつづき仕事を進める。

・整理・後仕末をする。

・弗茄を,忿入りに。

・予同的な知識をおさえる。

・プレスの圧力、版の通し方　イ

　ソクののせ方いーラーの使い

　方)

・販のよしあしかいMIM〕のよしあ

　しかはっき遇区別して考えさせ

　る。

・自分の考えを話し合う。

・作品の処ミ



＜月｀5・,I彫＞

さけんでレる顔

指郷

兇服

　　　飯　塚　礼　二

附べ旭川小学校　４ｃち

１　題材について

　　人物を揃いたり，つく･r,たりするとき，太一Jilなことは何かとい

　う|出いに対Ｌで，ほとんどの子どもたちはり特徴をとらえること

　忿|･,jにを衷わすこといなどをあげる。しかし，碩の特倣をかたまり

　の意|熾でとらえているもの1よ少ないし，構想の段|肩では大づかみ

　にとらえていくことはできるが，つくりながら自分のねがいを総[

　かめるというと引|[みにａ弱さがある，

　　この吠;衿では，IりぞのものをI箆かにとらえることもねらうが，

　にさけんでいるーというよ認から覚日るイｊ 一一ジを大助こぷ現さ

　ぜたい,］iリ5き，怒り，よろこびなど咄貳を‘バ，ていくために

　で･Ji･りや(ぽ･み，たてjl‥の長さの|鮭師など，形になど)き一八りヽけ

　をきちんとぢ･えでいく巾で，ひとりひとりの感じ仏　Å｣ひド川｡ﾉJ･

　刀よさを認めてやりたいと,11いト

　　表1応同才|･としてｆに･ハりついた乍を使い，新しい経楡Fil〕して

　i･･ども。･)意欲が･)Iり高まることを罰陪す気。

２　題材のめあて

　　ぶ陛大まかに面とL.てとらえ，|1分たlyﾀﾞ哺えにrレ,た形の発

５　本時のながれ

－ 一 一 一 一

茫と衷現方法のくふうをする。

０欧のIII固|に注意して見たりさわったりしてとらえる、

Ｑ裳わぞうとすることを研かぬながら追求していく。

c･全体とぷ分のひびき合いを考えて、自分の謐がいが亥われる

　ように技法をくふうする、

３指導計画

顔をみつめろ

Ｔ‾

　｜

-〃

－
Ｑ

友だち。lfl:でとらえる（えんびタ

わたし。アルミはくで型｛の型をとり凸凹

　　　　をたしかめる

.゛j　ジづくｈいくつかの垢面を想定

　　　　　　　　し，スケ･･/手する.，

E台づくり。Ｍ，ほり金などでつくる

匹　　太|,ljl

０をつけてかざる（含，鑑賞）．,必要が

　　　　　あればう才＜邑をつぱたりラゾ

カ でしあげ気．

４　．徊苓のおさえ

　･=礼まかな形げIのとらえ)と昌分11｣りに強沢するところj.II,.

　　□，哨げ｣リリI　をたバ.かに.おさえ，ねがいを深めか･竺る

　帽･ド･|匹|仁い･　．一一,･シ4，剛ltしをも･.,て仕･|'を-i'乙．

！

‐
=
‐
l
z

㎜I㎜㎜㎜.■■-■㎜㎜･■

　　　　　I･
　　　　　|に||

■ ･ ■ ■ ■ － ■ － ｇ 皿

・２，３人が宛ふハ

・学習の疋め力’を:::.k，l‥？示ｉ

・めり･111jがや..てみ･tとろ

・たぎな,;IIIIrとにて，j（:･，げ．

　ひたいなどにLIを|.･らj‥ﾐ

:ダ，;
メJﾚ.III

･･目

　　ｆ・ち

■■■=■㎜㎜㎜■Ｉ■■皿・

、|｜、り.などは･.jド≒J､i･.

をつげることへliゲ≒

■

Ｉ

Ｉ

　

Ｉ

珀

　　･..･　　ぷー　　!-　　j

･.･そ低かめさｾﾞｰる八ねがいと形）

・HI=1･の性jl![いしμの|㈲Ｆをお＜屑しい材料＞

　　　　　　　　　　　　｜

・大まかな|TIIで辿求．　　　　　〈瓦き≒辿;Iこ〉

一部分の追求と強,S=H-るもの……:･ねがよ気自求＞

’もうひとつの,卸泊
　　　　ｉ

＜ふりかえり'〉

ｙ
竹

・強必I=･1するこ.ﾋや谷ﾀﾞ|に･･ぎりこ5せる.

・fl:j↓gの|旧;'･i;をIlllil,i･.j:I.･i一石..

・材料についてしらぺ砿，

　右のきり方，水Q･.1つけ方,どこからr.・にｰいくか..

・紅らいをほ的にλわす!1｢からつに必,･

・さけんでいるil，j l j:,いなどを登仙の|刻WWI川

　で勺くりだしていく，

・作.11JIをも･l.とすばらＬくする弁肱は

・てきぱぎとあとしま-J



20

〈小６・工〉

未来の体育館

指導

児童

　角

北鎬小学校

邦

　１

　雄

２名

１　題材について

　　子供達は過密学校なので遥勤がじゅうぶんにできない状怨にあ

　り，広い体育館でいろいろなスボー-ツをしたいねがいが大きい。

　この学年は小学校叙終段階として心理的・肉体的撒能もいちおう

　最高の段階に達する時期であり，かなり汁|刈的表現もできるよう

　になる。そこでこの題材では児蛮一人一人が，未来の体育館を作

　るねがいを持ち，試行錯誤しながらシJ=-ル騎造を知り，紙の可能

　仕を知る訂によって，自分のねがいを豊かに表現させたいとねが

　っている，

２　題材のめあて

　・曲線，良嶮による変形を応用した体育館を考えさせ面打の強さ

　　や柳造に関心を特つ。

　・貝殻のようなもの肌本題のねらう翁遣とのつながりに気づか

　　せ，美しくじょうぶな組み立てをくふうする。

　・ねがいを計画的に実践し紙の吋資性をさぐる。

５　本時のながれ

Ｓ指導計画

５月

日月

州

ア月

けI

(４時間)

紙を主とした題材の系統

閣　　動きや変化を考えて作らせる。

Ｇ〕

㈲

團

㈲

１まいの紙を折って，いれも

のを作るｃ

紙のひっぱりを利用して作る。

美しく，じょうぶな飢み立て

をくふうするｃ

都市の娶ぶや条件を考えて作

る。

柱のない建物を考え，直線，曲採を折る。

見取図，フリーハｙド展開図をかく。

展開図をかく。

組み立てて涅賞する，

田

Ｉ
－
－
　
－
ｊ

Ｔ
‾
＼
⊥
　
r
‐
i

－
－
－
　
－
－
－

山本時

４　本時のおさえ

　・血縁・曲線による立体の笑しさを大現する。

　・折る，まるめる，接着する等，技術的な思考を高め処珪の仕方

　　をくふうさせる。

　－自分達のねがいがどのようにあらわせたか，佐官する。

・作ったお瓦のねがいを大切にす

　恥

準
　
　
構

表　　坦

修正完成

師のはたらきかけ

準備を確認する。

学習のめあてを確かめる

にあった立体を作るため

　の意欲を持たせる。

・計画的に作業をさせる。

・美しい立体を組み立てさせる。

　ｏ折る，まげる，まるめる，接

　　羞する等はくふうさせる。

・ていねいに全体をよく邑て仕上

　げさせる。

鑑　　賞　・完成の喜びを味わい，お眠の作

品を鑑官させる。

予想される児蛮の活励

・材料，用具を用意し机上の信順をする。

・立体を作るための要領について話し合う。

・自分のねがいを思いおこし，立体を悍る意欲をもつ

・反間図より折り線を入れる。

　ｏ直線はめうちで定規をあててひく。

　Ｑ曲線はコンパス又は，鉛筆でかくような気持ちで

　　ひく。

祠斤る，まげる，まるめる，接着する。

　ｏ用具は効果的に使う。

学習のめあてをつかみ意欲をも

たせる。

・折り線が弱いと折りこわがつき

　やナいので強くひく｡。

・作品は一方だけから眺めないで，視点を変えて検討’り日別指郷では児童の気持ちを犬

　しながら作業をする。

・組み立てたら台紙の上に乗せて接着する。

・完成した児童は本時の学習について，反省を｡4そする

・ねがいがどう表現されたか，苦心したづや，くふう

　した疸など，仕事の仕方から話し合う。後仕末をする

・紙の張りをそこなわないよ引こ

　せんたくにさみを使用させるc

り日別指郷では児童の気持ちを大

　切にし，はげます。



＜ン」バ・デ＞

１　孤村について

ぎりぬきポスター

指郷

兄蛮

　　沢　F］

神肘小学校　３ ｀
ｒ
り

透

名

　子ども迩は最高学年としての自覚を持ちながら，尼番活動や生

徒会活勁にリーダー的立場で活欧している。このような中でいつ

もくり返しあげられる反省など，みんなに守ってほしいこと知，

てほしいことが，たくさんあることに気がついていると思う。今

これりの晰いをぷスターで沓現させ咬内に掲示させることは，子

ども達の意識を一一jl=からり上げるとともに，生活に生かす害びや役

Jj･を知らせることができろ･ものと考えろ。

　切りぬきによる表現は，ぞi｢的で単純化された喩成となるので，

知IElj的表ぷにおちいりやすい子供達にとって消していると思われ

る．またはさみやカッターによる抵抗やILljrlにとらわれない胸膜
.●･　　㎜.●¶･ゝI　I　■｜－－ ？どもたちの発j･,!をr･;6め意欲的に活勁でき，個々のアイデフ

㎜-|■　Ｉ
を生み出すことができるものと考えてい妬．

２　題材のめあて

　圃･　切りぬきによる文字や形の配列や配色をくふう

　　スターを作らせる．

1

s心 美しいボ

　IIJ　よく回立ち人の注意をひきつけ，意味内容がよくわかるおも

５　零時のながれ

　しろい袁わし方をくふうさせる。

ぽI　自分達の作ったポスター-を校内に掲示させることにより生活

　に生かナ石びや活用面感度を膏てる。

３指導計画

ｿﾞ匹

五回こコ

ｏ形の組み合わせや芭の効果的なえらび方を

　工夫して，誠一や変化を考えさせるc

o囮用紙を切り畑こしてもようを作らせろ。

削｣紅)ボケットやハンカチの郎りとなるよう

　に鎖文字を装飾させる。

（全体６時間，本時５時間月）

第！次　・ポスターについて話し合い，目的を考えて計|召をたて

　　　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２時間

笛２次　・賢明を吟味させ，考えをまとめて下絵をかき邑|｢lii用紙

　　　　　を切りぬいて泌うちする。

第３次　・えのぐ，包紙，セロｰヽソ等で配色，

　　　　　させる。

　　　　づTWIを鑑賞し，校内に鉛示する。

　　　　訓寺問

邑塙を考えて完成

　　本時？時間

　　　　に埓問

４　本時のおさえ

　・よく目立つ配色にさせる（とくに文字）

　・掲汀;ずる場所を考えに入れさせる。

　・包誼が何色ぐらいがよいか考えさせるｓ

　・えのぐ，色紙にヒロ･ヽソ等，それぞれの効果を考えて使用させ

　　る。

別

了
・

８

D

ｉ

ｌ

伴
設
定

溝

言

衷

現

与えるもの 　｜　　表現活動の経％

'-¬"　皿㎜
りご已について話し合≒

・よく目立つことや掲示

　する場ｙを考えに入れ

　て配色することを知ら

　せる。

・色故に数ないぼうがよ

　いことを知らせるs

・えのぐ・色紙・セロハソ

　ン等の材料を効果的に

　便うことを知らせる。

・作吊に色紙を既きなが

　ら目立つ配色で，美し

　い色調になるよう考え

　させる。

・配色や形を吟味し，不

　充分なところを|既させ

　る。

㎜にｰ.ﾘ感どリ?_
＿　｜・明る･Eり)迫いが大きい

よくr-|立つことと指

示する某所を考えに

入れて，美しい色調

にたるよう配色する

ことを匍る

自分の作IIlflをどのよ

うにirMらするか考え

当屋する。

配色や形を吟限し，

不充分なところを直

し完成させる。

おもな教師の発言・助言

　　　　一一・準備するものが全部そろっていますか。

ほどよくロ立つ配巴にご・ポスターの配色で考えなければならな

｜

　なることに気づく。

・文字は，はっきりとよ

　く目立った方がよいこ

　とに気づ総

・色数が少ない方があっ

　さりした配色になるこ

　とを知る。

・配色に使う材料を知り

　効果的に使うことを考

　える。

　・配色や形のよさについ

　　て吟味してみる。
！

　いことはどんなことですかc

○条件

今日は，よく｢でI立ち，掲ポずる秘‾寿‾1

も考えに入れて，美しい色調になる

ように配色してみましべう。

・目弦ってほしいところはどこかな。

・色欲は何已ぐらいがよいかな。

・どのように配色士るかまと史った人か

　ら作業をぱじめましま≒

○机問巡視

・こちらの色の方がよく日立つね。

・△君の文字はとてもよく召立つよ、

・文字の邑はもう少し明るくした方が

　よく日立つと忌うよ。

・もう少してい位いににﾋろうね。

・えのぐのぬりにむらかおるね。



雪

〈中１　・デザイン〉

美しい飾り亙

指夥

生徒

　大　西　　　　勃

発隔中学校･12名

１　連材について

　　デザ／ンはもちろん，ljlill』や彫塑の造形学名Iにi=.n･ても色彩の

　しめる回｣合は非･託に大きく，その場にあ，た■色を効果的に生か

　せるこり副　λ現を高める大きなj41』けになると思≒.1おこ･デザ

　゛ソ学習で欠かすことのでさ･ない配色は，JIUn的削jリ｣としてち

　いI)知げ,Iを私み･りﾕることにより，感覚として身につけなければ

　ぺらないし，父，ぞの能力をｺﾞliう糾UI゛IIが練習のみに終始したので

　は.既味がなく，ぞれらがj'･匿の日常生活へ生かされれば，との功･j

　いから肪り凹.を選んで･みた.川|||.となる材料もともすれば見落しが

　!らな身の;･ヽ|りにちレ．と目を|印十ることにより政派に.白出り素材

　と,'亡るものZ=り,ることを宛1,1.させる£･,味で，消耗Iljl'Iとしてあつか

　われている宛ほうZ y一一-lj-り,･奨のlr¶1涜使う

２　践材のめあて

　・|匝ｙが11り)配邑紬f･Jを･J､jさいに自分のデザイソとして學.がヽ¬門r

５　本時のながれ

３

　も｡に飾るデザイソに沁｣して関心を誕める。

一身の回りに見られる廃lyl的材料から造形の可能性をにい出し

　それを自分でデザインする喜びを宋わう。

指導計画

陽
－
固
コ
ー
よ

1
3

の三要素のJﾐ11解，

21昨出

庶司

3 L14111j

回-

５時間

・邑軋　彩度，利息

・宗邑，暖色，ilF庖，|‥]系邑，めだつ，

　めだたない配色

・蕉を頃純化

・カ･ソタ･･一使JI」

＿
jjﾑ|川

ﾄﾞﾂﾃﾞﾋﾞﾙ

串ご糾哨

j?漑で知Iに口‘゜りづけす

L恚姦め・履茲」　・できたj･いのがliり||11をリソ

１時間 グでつなぎあわせ｡数字のj々

的りにする。

４　本時のおさえ

　・|卯lj･7:習の･Jμ色，|暖色，ii色，|･J｣系邑，めだつ，めだたないilil!

　　色を生かしjlgiljり｢11,を制作さぜる。

　・色彩から感情を｡をみとり，それを配色の上に生かしながらfjJIIり

　　IIILを恥|昨すろ,。

り

ﾒ、

朕

|川

£
腿

　　　　　指導のねらい　　　　　　　Ｉ　　　学　　　習　　　活　　　勅
　　　　　　　■■■㎜㎜㎜■･■　　　　　　　　　一万‥　　　　=･-

・ljijlF,μj.･7賭I内容を生起させる　　　　　　｜，ぶ時の学習内容について,活しあう

・本時の学習内容，手|唱をきちんとおさえ　・本時の作業|削除をきちんととらえ

　Ｊせるｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　る

｜　・|沁,lj･=学i゛･IIのliil!色紬習が生力

－

４
Ｃ

- -

一 一

れるように､い｢即｢y?il゛IIの配色爺げIIを生かし１枚

また発ぼうス千I･　ルの自い材質にマい　　|･1の皿を;||詐ずる、

4-するよう配色を工大し・枚ｇのｍを澗｜・色紙を選ぶ

郎させる。

・寒包レ咬芭，柳色，めだつ，めだたない

　同系色.の配色から発展し，たのしい，さ

　びしい，重いよ軽い，はで，じみの包の

　感･雪について考えさせる．

一色の感情を生かして２枚日用1]|.・匍｣作さ

　せる，

－

・

‐

‐

：

－

・色紙を切り火㈲よりのりづけする

・ｉ枚目のfi4IIIIIから邑の略|責について,活し

　あう

・包の感盾を考えた配色で？枚|｣の間､を怜|]

　作する、

一次時予告

｜

｜

｜

一 一 一 一

の俑尨に･，

・消防までにどんな配色啖習をしたか恣とめご‥．

・６人'-iつのダルー･ﾂﾞ･をrlり邑,ぷ1が片寄らない

　ようにグル　ゾ内で･,iil!ツ|てする．，　　　　．＿＿＿＿＿　　　　　　　　．．．＿．

・色紙は|印ｙ刻り墳I.色糾fIIから寒色.，liが色，

　一色，同系邑，めだつ，めだたない配色から

　消びＩＬい配色にたるよう計|;|:iをた'Cさせろ.，

・計ljlli的にか･ち　ていねいに作業を逆めさせる

(配色，色紙の切り方，のりづけ)

・できた作:!IIIIU:リｙダで一]なぎあわせていき仙

　の作品をみる，

・１惶1卦の作Ilirllの配色と指示した色昨必･II!'｣･を紹

　びつけて考えさせる..

・1枚14と14哩な制作111!j(です|ツ･を進めさせる，

・配色は前作III=,IIの･配色にとらわれすぎないよう

　-‥一一　　　　一一一一一一‥　　　　　‥．‥　　　　ｉ

・作品をつなぎあわせたハま教Iぷのり箇りにｉぐ

ることを･Mliする..



＜中１・描＞

友　　だ　　ち

指原

生勝

　,に　本　捷　夫

㈲I]l中学校　３Ｓ名

１　題材について

　　小学生の年令の特徴として，客醗的に対汝をとらえようとする

　哨向か強くな７でいる段限では，醍察力と喪視力の不均衡を感ず

　る。今まで気づかなかった角度から物を見たり表現方法を工夫す

　ることによらその不均衡を少しでもとり除き生徒の表現をより

　箆かなものに高めたい，

　　ここでは平凡ではあるが最も身近な対象である友人をもう二度

　力分の回で見つめ，そこから扇じとったものを111 1ぱiに裳脱させる

　のであるが，特に物に舒する哉察力，基轍的な宍脱力を身につけ

　させ，更にこの学習をとおして友だちの良さ美しさを感じとらせ

　たい。

２　題材のめあて

　a･各誤のつりあい，形の変化を混察し色彩，借図を考えて表現さ

　　せる。

５　本時のながれ

ｃ自分○感じたものを素直に表現,させる。

こ･友だちの脂の良さ契しさを感じとらせる。

３指導計画

Ｆ ● ㎜ ● ㎜

オリヱン

ドり尚練

－一一

./'‾

一

習

一
丁

∩蔽示袈温

(立体ぽ)

一

一シ ヨ

ブ

コと八万で二言］

-一一

｜
、二回

ソ
コ

２時間

２時|叱

本詩jぶ

３５時間

9. 口Ｍ」

４　本侍のおさえ

　　明治や形の変化を観察して単色で表現させ，限察力，表現力を

　高めたい。
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一 一 一

・本題の学習内容と制作力法を欲望させる。

・願の各部分の而がどのようになっているか

　見つけさせる。

・単色を使って，効果的に表現させる。

・本時のめあてについて確認をし次には，細

　部の仕上げをすることを知らせる。

㎜

・本時の制作について説明を問く。

・各自モデルを碩認，搦くむきを決める。

・アルＪ箔を使って胴の面をおさえる。

・邑を決める。

・制作する。

　・辿丿面えの入れ方を考える。

　・下がきなしで鼻の胞分から描き始める。

　・明るい召分から拉く。

・本時の進みぐあいを見，次時の足がかりと

　する。

指郷の回覧点
-

自分のモデルの感じをつかませる。

・脂の外形の医確さだけにとらわれず，登

　かな感じを表現させる。

・部分的にｙルミ箔を使って確認させる。

・表現を工夫し，友だちの感じをつかまえ

　ているか。
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＜中２・版〉

黒い紙との対話（陰刻にょる簡易多色版画）

指導

生胞

　築　山　肉　明

北都中学校　４５名

]。題材について

　　今までに数多くの版画を作り，作品を観でそれぞれの特性等も

幾分か理解されて来た。多色刷!)版画は技術的にも高度であるが生

徒には興味深いものである。身近なものの中から今までとは違った

版と，黒い紙との対話により，その興味を幾分満尼させながら長時

間の造形過程を意欲的に取り組ませ版画の興味を一層深めたいと思

う。線彫りと言う鮫も基礎的な彫りと輪かく縁による色の配殴・ス

ケッチを基に構想を練る等の訟礎的能力を着実:に身に付けさせ，意

図が的確に表現出来るようになる寥によって，生徒の造形能力は高

められてゆくと考えている。

２　題材のめあて

　・版画の表現形式と技法や効果を穏解させ，版画の興味を深めざ

　　せる。

　・技術的に抵抗の少ない簡易多色版画を経験させ，生徒の興味を

　　発させ，意欲をもり上げ計凶丿的に仕がをする態度を養う。

５　本時のながれ

(導入)

指導のねらい

・本時の内容・手順を確認する

(展開)

・効果的な刷りをさせる

・部分的に不適当なところを発見させ

　修正させる

次時予告

・描画と呉った美しさを発見させ，表現を工夫して創造的でいき

　いきした作品をつくらせる。

３指導計画

心
十

適確な彫り

効果的な刷り
－ 一 一

作品鑑賞

△…
応用

-一一

美
一 一

海1

,_」

　　　表示練習・静物・風景・人物

　　　　版画の特性・技法説明

２時間　スケッチを悲に構:悪を練り下絵を版木

　　　　に描く

2時問

３８時間

下絵のイ,z－ジを大切に適確な線彫り

をする

版に絵具を塗りわけて着色し，多色刷

りをする

0.2時間　お互いの作品を鑑賞する。

年賀状・ポスター・包装紙・カレンダー

４　本時のおさえ

　・思い紙を生かした多色刷り版画の美しさを知り。効果的な表現

　　を一工夫し，いきいさした作品をつくらせたい。

　・最初のイメージを持読させ，計画性を持って作業を進める態度

　　を身に｡つけさせたい。

[豆亘瓦

・前時の学習の結果について話し脅

　う

[Fi‾Fi‾廟

・前時の反省点を気付かせる

　　絵の具のつけ方

　　バレソのこすり方

・イメージに合った色調を考えさせる

・地色。重色，配色の効果，線の構成

　全体と部分の調和を更に検討させる

・台紙のはり方を知らせる

ノ
＼

イメージが表わされたかを鑑賞させ

る
鼎色や地色を生かす効果に気付かせ

る
生活への応用に気付かせる

計画的に作業が進められたか反省さ

せる



＜中２・影＞

勁きのある人物

指導

生徒

　重　山

永山中学校

　恵

３８名

１　題材について

　　日常の生活の中で，生徒は勁きのあるものを見たり自から経

　験したりしており，中学生の段階から考えても多くの者はスボ

　ーツ等に力強く，美しいフォームを見い出し，感動した経験を

　もっている。そこで彼らの生活の中で，彼ら自身が経験してい

　るものの中から題材をとりあげることにより，生徒の興味と関

　心を高め，それを造形的な表現活動へと導きたい。

　　彫塑学習においては，量感，助勢，バランス厚，表現要素と

　して欠くことのできないものであるが，この学習では動きのあ

　る人物の中で特にプに=lポーションや匝iの流れ，つながいこよる

　動きをつかませ，さらに面として表現しやすい素材を与えるこ

　により，生徒のもっているイメージがより豊かな表現へと高ま

　るものと考えこの題材を設定した。

２　題材のめあて

　・人物全体の動きをつかむ

５　本時のながれ

・適切な心捧づくりをさせる

‘各部の動きを考えながら全体の動きを表現する

・石こうのとかし方を理解させる

・空問の美しさを感覚的にとらえさせる

ｓ　指導計画

運動と芙 オリエソテーショソ

ポーズ研光デッサン

心捧づくり 針金による心棒づくり

針金に動きを与える

心椋肉づけ 発泡スチロールによる

肉づけ

ヱﾆ:　s　訊－-ぞlヽ4- 石こうによる肉づけ
¨‾’　帽

作品鑑賞 お互いの作品を鑑賞す

る

２時間

２時間

２時間

本時1づ

]､5時間

[;5時|伺

４　本時のおさえ

　　からだ全体の動きをおさえながら，各部の動き而の方向をつか

　み，つながりに合わせて発泡スチロールをつけさせ，大きなかた

　まりと，面の流れによる勤きを太腿させる。
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指　導　の　ね　ら　い

の学習内容と作業手順を確かめさせ

学　　習　　活　　勁

前時の学習をふりかえり話し合い，今日

　　　指　瑕　の　価　意　点

皿。　　　　　■･　　　　　　　㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　一・心肺が台にし｡がりついているかどうか

　を確認する。

腰　　　る。

の勤きをボヽ-ズを通して征かめさせ

・胸，背中，漣，足の各部が全体の勁きの

開

中でどのような向きになっている

してそれがどのようなつながりに

いるかを見つけさせる。

の学習について考える。
-　-　-

・お互いにモデルになりポーズをもう一度

見直して心棒を修正する。

・胸と背中の関係を考えながら大まかな肉

　づけをする。

終
結
・次時にはさらに細部の肉づけをす

　を知らせる。

胴と腰の関係を考えながら大まかな肉づ

けをする。

つまさぎの方向に注意して足の肉づけをする
ｰ--

本時の作業の進み具合をたしかめ，次時

のあしかがりとする。

・色々な方向からモデルを見る。

・胸と背中の大きさのちがいに気づかせ孔

・各部の肉づけをしながらも常に｡全体の励

　きを忘れないよ≒

・大腿部の形に注意する。

｀作品の保存に注意す匙



回

＜中３・匿＞

カ　レ の市民

指導

生徒

　人久保　|五　義

附夙中学校　り名

１　題材について

　　中学生も上学年になるにしたがって，物浙を知織的に把握する

　ことが多くなリ，その結果深く味わうことなく「あの本は読んだ

　ことがある。」７これは○○の描いた絵だ｡」といっこ単なる物知

　りな生徒に終ってしまいがちである。また，現代生活の中で，テ

　レビ，映画など他から送りこまれて来るたくさんの情報をじっく

　り見つめることなく表面的にとらえ,たくさん知っていることのみを

　誇とした‰表面だけのカッコよさを追う結果にもなりかれない

　　ここで現代彫刻の試を築いたといえるオーギュスりｇダソの「カ

　レーの市民」を深く鑑賞し，生徒が興味をもつであろうドラマチ

　ックな彫刻に触れさせながら，作者の考え方を知るとともに高い

　芸術性を味わわせたい。

　　作品の中から精神的価値を発見する活動をとおして，芸訂に対

　する関心を高め，次期の製作活動の勇気に（意欲に）発展するこ

　とを期待してこの葡材を進めて行きたい。

５　本時のながれ

　　　教　　師　　の　　活　　動

・前哨の学習について想起させる。

・地域の彫刻や最近の話題から

・彫刻に対ナる関心を高める。

・「カレーの市民丿全体を見せる。

・げ=･レオーニ将軍騎馬像」を見せる。

・比較させる。

り乍者，作品者を紹介する。

・部分（個々の人物）を見せる。

・正面，樹の像を比較させる。

・なぜこ

　ろ。

のような芙陰惨を作ったかを考えさせ

・テープを聞かせる。

・ロダンの他の作品を見せる。

・次時予告

２　題材のめあて

　・ロダンの彫刻作品の鑑賞を辿して，作者Ｇ個性や，考え方を探

　　引名作や近作に対する理解を深める。

　・彫刻の芙しさを深く味わい楽しむ態度を貌うとともに創迪への

　　意欲をI応める。

３　指導計画

演奏する人

_

]ｽﾞﾚﾚ

ﾆｰ

｜

カレーの市民（鑑）

　　　　　①本時

頭像を作ろう（彫）

　　　　　　　⑧

生　徒　の　活　勁

・旭川にある彫刻作品について話し合う。

・最初の彫刻の話題を見つけて話し合う。

・全体を見て感想を発表する｡連想する語

　句を見つける。

・騎馬低を見て感想を発表する。巡想する

　語句を見つける。

・ふたつの作品を見，ちがいを見つけ山す。

・それぞれの人物を見，表情のちがい，ポ

　ーズのちがい，個性のちがいについて話

　し合う。

・貝る方向によってどう変わるかを話し合

　う。

・各自の考えた意見を発表し，話し合う。

・自分の考えと他の人の考えを対比させる。

一組み合わせや，勁きを考え･ながら

　友人の絵を描こう。

r･ダンの彫刻作品を鑑賞し，作者

の考え方をさぐろう。

感情のあらわれた願を観察し全体

の調和を考え.ながら顕像を作ろ‰

そ　の　他

４　本時のおさえ

　・ロダンの作品をいろいろの方向から見，作者の考え方をさぐる

　　とともに高い芸術性を味わわせたい。

　・彫刻の美しさにふれながら，内面的な美しさに気づき，次期の

　　製作，鑑賞活動の糧としたい。

留　意　点

－一一

・昨年の写生会から中原俤ス郎川乍品

・新聞記事から風爾の群像の話圓

・スライドによる。

・楽しい雰囲気でありたい。

‘略歴をプリylヽしておく。

・動劣に気づかせたい。

・「芸術に生きぬく物語」から

’「T･ダｙのことば」から



＜高３・デ＞

ポスター-一我々の学校祭のために

　　　　　　　　　　　　指導　　　　　　官　本　俊　雄

　　　　　　　　　　　　生徒　旭川北都商業高等学校り名

1-題材について

　　グラフィック・デザィソ，ィラストレー-ションと酋う言葉は今

　や言葉として非常に身近なものであり，生徒間の興味もかなりの

　比重を占めている反面，視覚的に快感のあるものが良いデザィソ

　と言う無意識的判断が入り込んでいる。

　　そこで身近な自分達の学校祭のためのポスター製作を通してグ

　ラフィック・デザィｙの正しい意味，あるべき方向を感じ取らせ

　ると共に自分達の学校奈に何らかの形で参加する喜びを味わわせ

　たい。

２　題材のめあて

　　ポスターの評価には視覚的な快さと共に内容の濃さ，独自性が

　かみ合わされた上で判断されなければならない。特に製作する側

Ｓ　指｀導計画

　ｎｘターム回そ｢¬　１時間

・
・
・
＝
－
エ

・ポスターの歴史，種類，機能，使命，条件，製作手順をスラ

　イド，作品例を用いて説明

----
ごご上アスケッづJ　i時間

・テーマにそ，てイラスト，幾何学パターン，文学による構成

等方針を決めてから取りかかる。

・大体の方針が決ったら仕上がり効果を考え，色彩，技法を決

　め筒単に置いてみる。

尚子函Ξ・ヶﾗﾛL5時|司

ペー
・Ｂ２半|』のケント紙に決ったものをスケッチ

ト

レ　ス 1.5時間

・パックの塗りむらをさけるために先にバックを求める様に塗

　るＱそのためにトレスイング・ペーパーでトレλし，塗りが

　乾いてから再びトレスする。

匡二万］ ３時間ぐ本時　九）

⑤ドニ
・文字を除いた部分が全て完成してからレタリングをトレスし

　着色する。

の者にと９ては内容の追求と独創性がまず尨初に考えなければな　　４　本時のおさえ

　らないことを理解させると共に製作の手順，色彩，レjリング，

　レイアウＨり感覚を体得させ，|同心を持たせたい。

５　本時のながれ

・効果ある技法をみつけさせる。

・効果ある配色を工夫させる。

・ていねいな製作を心がけさせる。
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刄

一人

指　導　の　ね　ら　l，

・本時の内容手｣唄の確認をさせる。

－ 一一 一 一

学　　習　　后　　勤

・前時までの進行を碩かめ，木時における

　手順を確認する。

指　導　の　留　意　点

　　Ｉ・テーフに沿った画面を作らせる。

展ｉ・快い配色，効果的な技法を考えさせる。

閤

・彩色：各自の計画に基づき，用忌した用

　具で着色する。

・配色の効果を充分に検討させる。

・効果的な技法，材料を使わせる。

・ていねいな製作を心がけさせる。

堅
　
　
埋

・本時の進行を確認させる。 ・木時までの製作と完成予想効果を照らし　・次週予告

　合わせてみる。



一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

一

一

一

■

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
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＠
大
会
役
員

名誉大会長

大　仝　長

一大会長

顧 間

一
覧烏口陽jt

旭川市教育委員会教育長

北海透造形教晋巡盟委貝長

旭川市敦冑研究会迪営委員長

北海道造形教育連盟一委員長

北胞道教百委員会指導部長

北厖道教百庁上川教汀局瓦

旭川贋教汀委員会教百委貝長

〃

〃

/Z

教育委員

旭川市小学校延会会長

旭川jlf中学校長会会長

旭川府立神楽幼稚｣召長

旭川私立幼稚ご詞連合会会長

北海道教育大学旭川分校

　　　　μ

μ

〃

ｙ

札幌分校

函館分校

則路分校

高　柳　寿賀男

和　田　芳　郎

戸　原　武　唯

竿　弓　弘　行

小|｢｣出 武

古　川　良　ど

阿　部　悟　郎

佐　賀　庄　蔵

後　頒　憲太郎

田　下　福　迭

安　達　正　作

石　崎　忠　大

工　藤　甲　逸

仁|||原　寿　占

大回内　兄　秋

浅　井　晴　岨

根　守　悦　売

上　条　坤　也

板　津　邦　夫

畠　山　三代喜

宮林．繁夫

塑　月　正　が

北海遮光塩学園女手短期大学　　徊　倉　カ　リj

旭川市教育研究会図工・美術部111｣1部長

旭川市立朝1ﾖ小学校

ダ　高台小学校

μ　朝日小学校

泉　　　秀　昿

鈴　|ｺ　昨　蔵

工　藤　　　正

中富良野町立宇文小学校　今　野　止　治

旭川11j･立北星中学校 高　野　克　郎

営
長
会

運
員
会
委
大
ｍ
大

運営委員

大　　　会
･l仁陥局長

実行委員長

‐
．
友
ｆ
ｕ

ｊ
ｌ
－
－

委員

行
長

eF突如

　　ｌ　艮

　　副部長

旭川市立正和小学校

上川教育局指導課長

梅　沢

寺　田

勇
　
　
浩

旭川市教育委員会学校教育課長　谷　ロ　忠　由

上川教育局指郷主事

旭川市教育委員会指導主澗

旭川市立上雨紛小学校

〃　啓明小学校

〃　大町小学校

〃　永山東小学校

/r　常盤中学校

″北部中学校

　　〃　府紛中学校

教育大学附属旭川小学校

旭肝市｀立北Jlt中学校

旭川市立北星中学校

旭川市立【E和小学校

　　μ　北星中学校

旭川市立大成小学校

　　z･常盤中学校

教育大学附属旭川小学校

(即我利責任者)

幼稚－部

小学校絵|列浬

こ♂

μ

版』四部

彫塑部

　･/デザイン肪

　μ　　工作即

今脚交絵画部

旭川市立神楽幼稚園

　　々　東町小学校

　　〃　春光小字咬

教育大学附属旭川小学校

旭川直立正和小学校

　　〃　北鮒小学校

　　μ　常盤小学校

奈　良　孝　秋

山　本　　　伝

庭

円

佐

深

応

召

配　和」男

山　懲　勝

吉
　
　
且

一
　
　
智

藤
　
　
瀬

間

村

悴
　
　
隆

小　林　稲　彦

森　m　Fぞ　浮

揚　原　寿　夫

小　|｣|　栄　ni

占　田　一　担

渡　辺　正　勝

大河内　英　明

占･　屋　栄　隆

申　西　清　洽

醍　塚　礼　二

平　山一エイ子

脇　神　玲　了･

川　島　信　也

飯　塚　礼　二

渡　辺　正　蒋

松　藤　浄　治

中　西　庸　治



四郎

〃　彫塑那

　″ﾃﾞすら壇

　〃　鑑賞部

高等学校薦

　　　(記録)

旭川市立永山中学校

　　〃　東光中学校

　　〃　元陽中学校

　　〃　聖図中学校

旭川大学附属旭川高校

駒組藤幼稚園

旭川市立向陵小学校

　　〃　神居小学校

　　〃　新富小学校

〃

〃

江丹別小学校

″　日新小学校

〃　青雲小学校

y芦　永山小学校

〃　永山西小学校

〃　新町小学校

〃　東町小学校

〃　千代田小学校

神居古潭小学校

″神居小学校

〃

〃

が

笛七小学校

神楽小学校

//　聖和小学校

〃　豊岡小学校

〃　北鎖小学校

氏

小

鈴

本

杉

木

利

信

俊

光

｣眼

昭

敵
　
　
夫

　
　
　
範

山
　
　
腰

杉
　
　
佐

辻

保

中

島

阿

古

田

島

部

本

恩

恵

佐

敏

敏

博

予

予

菌

京

子

一一

沢　圧I　武　子

山　　　　　晋

広　瀬　美智子

永　倉　サツ予

予　葉　哲　男

山　本　久　栄

工　菰　雄　二

今　関　三和子

山　本　隆　夫

四十物　明　紀

相　内　屁　行

永　沢

小笠原

薫
　
司

根　本　正　昭

地　徳　　　明

小笠原　燧　志

高　橋　β　－

高等学校部

　　　(記録)

那

爵|』部

渉外部
那

副　部

会計耶
郎

副　舘

庶務部
部

麿　郎

長

長

長

長

長

長

長

長

部
長
　
長

｝

部
　
　
″

細
部
　
副

会場郡
部

副

長
　
長

　
　
　
部
　
　
ぷ

旭川市立北鎗小学校

　　〃　神楽岡小学校

　　〃　　　　　μ

　　〃　春光小学校

　　〃　六合中学校

旭川養置学校

旭川ろう学校

旭川市立旭川中学校

　　〃　北星中学校

旭川大学付属旭川高校･必子郎

旭川市立仲居小学校

　　/g　近文小学校

　　〃　神居小学校

旭川市立東町小学校

　　〃　北部中学校

　　〃　東光中学校

旭川大学付属旭川高校

旭川市立神楽幼稚園

　　〃　朝日小学校

旭川市立北鎮小学校

旭川市立光阻中学校

教育大学付属旭川中学校

旭川市立北星中学校

　　〃　春光小学校

　　〃　北星中学校

永　沢　干　灸

木　村　典　義

中　村　幹　也

中　田　加代子

島　本　淳　子

中　田　忠　義

山

岡

野　照　人

　　秋　宏

勉
　
　
疋

　
　
　
邦

岸
　
谷

真
　
朴

伊

小

宮

島

脇

築

今

林

倉

下

朋 子

孝
　
　
林

本　捷　失

神　玲　于

山　爾　明

杉　信　雄

佐　藤　範　史

冊　山　エイ子

川　ロ　幸　和

松　藤　浄　洽

角　　　邦　雄

永　沢　于　美

鈴　木　俊　昭

大　西　　　勤

大久保　正　義

山　田　　　武

川　島　Ｇ　也

ｓ
大
会
役
員

渡辺範笑覧

29
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